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理念体系

Mission 企業理念

Vision 目指す姿

Value 行動指針

Customer First 「お客さまの期待を超える」
お客さまの視点に立ち、主体性を持ってスピーディに行動することで、
お客さまの成功につながる最良の解決策を提供します。

Diversity & Inclusion 「一人ひとりの個性を大切に」
お客さま、ビジネスパートナー、社員・家族など、
関わるすべての人々の個性を尊重します。

Integrity 「誠実かつ、ひたむきに」
信頼関係を築くことを大切にし、あらゆる活動に真摯に向き合います。

Passion for Technology 「情熱を持ってテクノロジーを追求」
テクノロジーに触れたときの感動を忘れずに、無限の可能性を追い続けます。

優れたテクノロジーを、親しみやすく
世の中は技術革新によって目まぐるしい進歩を続けます。企業・社会が持続的な成長を為すには、先進技術をいち
早く取り入れる必要がある一方、正しい使い方を見極めて徹底活用しなければ望んだ効果は得られません。
私たちJBSは、お客さまに寄り添い、お客さまにとって必要な技術を最適な形で届け続けることで、技術革新がも
たらす企業・社会の持続的成長に貢献してまいります。

社会のデジタル変革をリードする
No.1クラウドインテグレーター
働き方の変化やダイバーシティ等の加速により、世界中の社会・経済の在り方が大きく変わろうとしています。すべ
てのプレイヤーが社会課題の解決に必要なビジネスモデルの確立や構造改革に取り組むべき時代です。このチャ
レンジをスピーディに遂行するためには、お客さま自身がテクノロジーを理解し、自らデジタル変革を起こしていく
必要があります。
私たちJBSはクラウド活用のプロフェッショナル集団です。お客さま自身のクラウド活用力を高めデジタル変革を
起こす体制・仕組み作りに貢献出来る存在として、一番にお声がけいただけるパートナーを目指してまいります。

Commitment to Growth 「挑戦と成長」
常に挑戦し、学び、成長し続けます。
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トップメッセージ

お客さまとさらなる
信頼関係の深化を図り、
成長基盤の強化と
付加価値創出を
加速させていきます。

代表取締役社長  
牧田 幸弘
プロフィール

1957年生まれ。慶應義塾大学法学部政治学科卒業。1979年日本アイ・
ビー・エムに入社。コンピュータ関連製品の営業を経て、1990年日本ビ
ジネスシステムズを設立し独立。いち早くパーソナルコンピュータの将来
性に着目し、1995年にはマイクロソフトとの販売パートナー契約を結ぶ。
クラウドシステムを活用してお客さまのDX戦略の推進から成果創出まで
を支援する「No.1クラウドインテグレーター」を目指し経営の舵を取る。

クラウド需要の変化を捉えて 
お客さまの業務変革や課題解決を支援
当社は上場から2年が経過しました。これまで主力サービスとして

Microsoft 365のコミュニケーション基盤を提供してきましたが、最
近ではより経営課題の解決や業務領域でのクラウド活用を支援する
機会が増えてきています。

クラウドの活用を通して業務変革や課題解決を支援するためには、
テクノロジーを理解するだけでなく、お客さまの業界や業務そのもの
を理解する必要があります。JBSが顧客視点で働くことで、彼らが抱
えている課題やその解決策を見出すことができるようになり、クラウ
ド活用による効果をより実感いただけるようになりました。その結果、
当社は信頼される真のパートナーとして認められ、より多様な相談や
依頼を受ける機会が増えています。

当社はマイクロソフトソリューションの提供における豊富な経験と知
見を活かし、お客さまの課題解決に向けた技術的な支援を行ってきま
した。昨今では、単なるベンダーとしての役割を超え、企業変革の中
核をなすプロジェクトにも企画段階から参画させていただくケースが
増えており、これらの変化は製販一体型の組織への移行による成果と
考えています。�   P22 製販一体の取り組み

これまでは、お寄せいただいたご要望に着実にお応えすることで成長
してきましたが、今後は、さらにクラウドを活用した革新的な仕組みや手
法を提案し、業務の大幅な効率化や、事業の飛躍的な成長をお手伝いし
ていきます。そして、このような取り組みによって実証された導入効果を
業界や産業全体に広く提供していくことを目指しています。

実際に、最新のクラウド技術を活用したシステムの導入により顧客
課題が解決され、顕著な改善が見られる事例がいくつも出てきてい
ます。このような成功事例が社員の自信や誇りを育む一助となってお
り、これらの取り組みをさらに拡大していくことがJBSの目指すべき
方向性だと確信しています。
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JBSの強みを活かした成長基盤を強化
当社は、独立系のシステムインテグレーター(SIer)であるところに

特長があり、この数少ない“独立系”という立ち位置に事業を拡大し
ていくうえでの強みがあると考えています。

現在、当社が主に取引している大手企業では、独自のシステムを作
り込んでいる形が多く見られます。しかし、独自システムを作り込んだ
結果、対応できるエンジニアリソースが不足することとなり、そのメン
テナンスコストも増加傾向にあります。これらのレガシーシステムの維
持が、企業の変革や新たなチャレンジの妨げになっているケースもあ
ると伺っています。

これに対し、当社はクラウドを活用した業務効率の大幅な改善や新
規事業の立ち上げなど、お客さまのビジネスに革新的な効果をもたら
す技術を短期間で導入できる点を強みとしています。グローバルス
タンダードとなっている製品を、導入効果が実証された方法で適用す
るため、迅速かつ確実に導入でき、大きな効果を実感することができ
ます。このユニークな立ち位置と手法が、同業他社と比較した差別化
ポイントであり、お客さまに大きな価値をもたらすものと確信してい
ます。

また、当社の主要顧客には海外で事業展開している日本企業も多
く、ライセンスやそれに伴うサービスをグローバルに提供できる体制
を整えています。国内では、このような海外拠点も含めたサービス提
供ができる体制を持つSIerは限られており、当社は顧客ニーズに沿っ
た体制を構築しています。世界46か国で事業展開している業務提携
先のCrayonと、当社の米国及びシンガポール拠点の連携をさらに
強化し、お客さまのグローバル市場における成長の支援を加速させ
ていく方針です。

   P25 グローバル対応

グループ経営の観点では、ネクストスケープがJBSグループの一
員となって2年が経過しました。2024年９月期は不採算案件の影

響により業績が低迷し、のれんの減損に至る結果となりました。これ
はプロジェクトの進捗管理やガバナンスの不備による影響と認識して
おり、すでに管理体制を見直し、JBS本社のノウハウを連携すること
で体制強化を図りました。今後は、買収時に見込んでいた連携・協
業のシナジー創出を着実に進めていきます。特に、ネクストスケープ
は、MRデバイスや動画配信、アプリ開発などの分野において圧倒的
な知見を有しています。このような知見は、我々が目指しているお客
さまの課題解決においても強みになると捉えており、ネクストスケー
プの特性を活かした協業はグループ全体の成長につながると考えて
います。

現在のJBSには、お客さまの業務を上流から俯瞰し深く理解した
うえでコンサルができる人材や、お客さまを引っ張っていけるような
プロジェクトマネジメントができる人材が足りていないと感じていま
す。経験豊富な人材の採用を進めるとともに、その経験者とともに
現在のメンバーが現場で経験を積むことで、コンサル力やリーダー
シップを高めていく必要があります。これにより、お客さまから信頼
される真のパートナーとなっていけるよう変革を遂げたいと考えてい
ます。

多様性を取り入れ、コミュニケーション促進と
対話の深化を目指す
当社グループは「社会の持続可能性」と「JBSの持続的成長」の両

立を目指し、その実現に向けて、６つのマテリアリティを特定していま
す。クラウドの普及を起点とした①イノベーションの推進、②セキュリ
ティの向上、③社会における多様な働き方の実現及び④環境負荷の
低減を通じて、持続可能な社会の実現に貢献するとともに、⑤クラウ
ドプロフェッショナル人材の育成及び⑥多様な人材を最大限に活かせ
る企業文化の醸成に取り組むことで、当社の持続的な成長につなげ
ていきます。

また、人的資本経営の観点では、２０２４年5月に本社を虎ノ門ヒル
ズステーションタワーへ移転したことがトピックとして挙げられます。
社員同士の闊達なコミュニケーションをさらに促進し働きやすい環境
を追求することはもとより、お客さまも気軽に最先端クラウドソリュー
ションに触れられ、そこから新たなアイディアやビジネス創出につなが
る場を提供しています。

ガバナンスの面では、クラウド市場環境が大きく変わるなかでのス
ピード感や今後の戦略、資本コストを意識した経営など、取締役会に
おいて多岐にわたる議論を行っています。

 P41 社外取締役座談会

取締役会には2024年12月より、当社初の女性社外取締役として
朱純美さんを迎えました。当社における女性社員の割合は約3割と増
加傾向にあり、各方面で活躍しています。取締役会においても多様性
を促進し、より豊かな議論を展開していければと考えています。朱さん
には、金融業界やグローバルでの経験を活かした指摘や助言はもち
ろん、朱さんならではの視点からの洞察や意見にも期待しています。

私たちは、今後も多くのステークホルダーの皆さまへの積極的な情
報発信と対話を行い、経営に活かしていきたいと考えています。今後
とも皆さまの変わらぬご⽀援を⼼よりお願い申し上げます。
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1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2024 （年）

150,000

100,000

50,000

（百万円）

マイクロソフト
1995年
Windows 95
Office 95
発売

2007年
マイクロソフト ジャパン 
パートナー オブ ザ イヤー
初受賞

2001年
Windows XP
発売

大企業エンタープライズの顧客拡大・企業の信用度向上 クラウド化に注力、クラウドインテグレーターとして成長

2007年
Windows Vista
Office 2007
発売

2010-11年
Microsoft Azure
Microsoft 365
サービス開始

2015年
Windows 10
発売

2023年
Microsoft 365 
Copilot
サービス開始

2021年
Windows 11
発売

1990年
創業

1995年
マイクロソフトパートナー認定

1997年
現地法人設立

2006年
日テレITプロデュース創立
（現日テレWands）

2012年
IBMエクセレント
パートナーアワード受賞

2012-14年
現地法人設立

2018年
Microsoft Country 
Partner of the Year
初受賞

2022年
株式上場
ネクストスケープを子会社化

2023年
Crayonと業務提携

2021年
HPE Japan Rising
Star of the Year受賞

2020年
Dell Technologies Japan
EXCEPTIONAL Partner受賞

2014年
三菱総合研究所、
三菱総研DCSと
資本業務提携

2011年
HPパートナー
Award2010受賞

2024年
虎ノ門ヒルズステーション
タワーに本社移転

2013-24年
マイクロソフト ジャパン
パートナー オブ ザ イヤー
12年連続受賞

価値創造の歴史 当社は創業以来、マルチベンダーのシステムを提供する会社として、グローバルで優れた機能・実績を持つ
メーカー各社と連携しながら、お客さまに最適なクラウドソリューションを提供しています。

※ 折線グラフは売上高の推移

売上高
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JBS Cloud Suite

戦略立案・
組織設計

定着化・
データ活用

DX/クラウド
計画策定保守運用

クラウド
導入・移行

DX効果
・ビジネスアーキテクト/
テクノロジーアーキテクト
・ワークスタイルコンサルティング
・セキュリティコンサルティング

・DXコンサルティング
・クラウドデザイン
・内製化支援/CCoE
・市民開発トレーニング

・Microsoft 365/ 
Office 365/ 
Dynamics 365
・Azure PaaS/IaaS
・3rd Party Apps
・ERP
・サーバー＆クライアント
・ハイパーコンパージド
・ネットワーク/SDN

・カスタマーサポート/
リモートデスク
・マネージドサービス

・アドプション＆
チェンジマネジメント
・データ活用支援
・ビジネスアプリケーション
アジャイル開発

マイクロソフトをはじめとするクラウドソリューションに強みを持つ当社グループは、コンサルティングからソリューション導入・運用・利活用に至る一連の支援をしています。クラウドサービス事業の保守運用売上と、
ライセンス＆プロダクツ事業のクラウドライセンス売上は、定期的な契約更新により安定的な売上が見込めるストック型収益となっており、2024年9月期のストック収益は、全体売上の69％を占めました。

JBSの事業内容

事業の収益構造例

JBSのビジネスモデル クラウド導入の戦略立案から利活用・定着化支援までをワンストップでサポートし、お客さまのDXを実現します。

クラウドサービス事業 CS P19
クラウド利活用における保守・運用サポート

ライセンス＆プロダクツ事業 L＆P P20
ライセンス・関連機器のリセール

クラウドインテグレーション事業 CI P18
マイクロソフトのクラウドを中心とした
クラウド製品の導入・開発等支援

エンジニア
人数

主にエンジニアの稼働に基づいています。プロジェクトの難易度
に応じた単価と従事する時間に応じて料金が発生し、それが収
益となります。例えば、システム構築、アプリ開発・運用サポート
などが該当します。

クラウド導入/開発/運用支援 マネージドサービス リセール

自社開発のアプリやリモートサービスをお客さまが利用すること
で料金が発生します。定期的な契約に基づき人工にも左右され
ないため、安定した収益が確保できます。また、事業拡大によ
り、収益性の向上が見込めます。

ライセンス及びサーバーやPCなどのプロダクト販売売上が、収
益となります。継続的な収益が見込めるライセンスが大半を占
め、その提供を通じて得た顧客基盤を足がかりに、CI事業やCS
事業へ展開し、ビジネスの拡大につなげています。

エンジニア
月単価

有償
稼働率

サービス
契約数

ライセンス
契約数

サービス
月額

ライセンス
契約単価

サービス
稼働率

ライセンス
契約継続率

売上構成比
2024年
9月期

17%

13%

70%
ストック収益

69%

CI／CS（常駐）計上セグメント CS（自社サービス）計上セグメント L＆P計上セグメント
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国内 6拠点
東京本社
北海道・中部・西日本・九州・沖縄

海外 5拠点
米国・メキシコ・中国・
香港・シンガポール

国内 6拠点
東京本社
北海道・中部・西日本・九州・沖縄

海外 5拠点
米国・メキシコ・中国・
香港・シンガポール

Special Partner

Modern Workplace Data DX Biz App / DevOps Security

Endpoint

Cloud Connect

Multi Cloud / Platform

※ 括弧内は、2024年9月期における売上高構成比

当社グループでは、お客さまのIT課題だけでなく、ビジネス課題を
解決するため、マイクロソフトをはじめ各分野で強みを持つグローバ
ルテックリーダーと強固に連携し、マルチベンダーとしてお客さまに最
適なシステム環境を提案しています。
また、当社が事業拡大を見据えている領域に強みを持つ三菱総
合研究所、子会社のネクストスケープ、関連会社の日テレWands
と戦略的連携を深め、より付加価値の高いサービスの提供に努め
ています。
さらに、国内と海外5拠点が連携し、日本のお客さまの海外進出を
支援しています。世界有数のマイクロソフトパートナーであるCrayon
との戦略的業務提携により、世界46か国、55拠点をカバーするサ
ポート体制を整えています。

JBSの事業拠点

JBSグループのビジネスの流れ

JBSの現在地

19.7%出資

100%子会社

20.2%出資

20%出資

日テレWands メディア向け
三菱総合研究所

Crayon Japan グローバル対応

ネクストスケープ アプリ開発

上流デザイン

お客さまにとっての「最適」を実現するテックリーダーとの強いパートナーシップ

幅広い業種にわたるお客さまとの強固な信頼関係

テクノロジー利活用の社会価値・企業価値を創出するグループシナジー

当社グループは、世界を代表するテックリーダーと強固に連携し、さまざまな業種・業態のお客さまのニーズにお応えすることで信頼関係を深めてきました。
また、子会社・関連会社とともに国内外でサポート体制を強化しています。

サービス・公共・その他
（12%）

通信・メディア
（17%）

製造・流通
（45%）

金融・保険
（25%）
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競争力の源泉

社会関係資本 人的資本 知的資本

パートナーシップ
世界を代表するグローバルテックカンパニーと強固に連携、
実績があるパートナーとして数々のアワードを受賞

多様なプロフェッショナル人材
安定した採用力と、人材育成プログラムにより
事業成長に必要な陣容を順調に拡大

多様な生成AI技術を駆使
AIベンチャー、データ専門ベンダーも含めた
あらゆる最新技術を活用しお客さまの課題を解決

マイクロソフトの知見・実績
クラウドソリューションに関する専門性の認定
Specialization

グローバルビジネス
世界46か国、55拠点で、日系グローバル企業を支援
JBS国内6拠点と海外５拠点が連携。

さらに、世界有数のマイクロソフトパート
ナーCrayonとの戦略的業務提携により、 
グローバルで一貫したサービスを提供

30年以上にわたるIT
支援を通じて、幅広い業
界・業種を代表するエン
タープライズと直接取引

238万ID/1,400万ユーザー※

※ 2024年版「中小企業白書」 大企業に属する従業者数2021年 約1,438万人

幅広い業種にわたる顧客基盤

1,800社＋取引社数

売上構成比
2024年
9月期

金融・保険
25%

製造・流通
45%

通信・
メディア
17%

サービス・
公共・その他
12%

連結従業員数 2,700名

パートナー最多7分野

Microsoft 365 Copilot（以下、Copilot）はもち
ろん、Azure OpenAI Serviceや他の生成AIモデル
も含めて、幅広くあらゆる技術に対応。適用領域に応
じて最適なソリューションを提供。

JBS独自のソリューション
確かな実績を持ち、クラウド活用の専門家としての
高度な専門性を活かした自社開発サービスを蓄積

企業や組織のクラウドDX推進を支援するための
統合ソリューション群

技術検証
最先端のテクノロジーやサービスをいち早く社内で先行検証
社内で蓄積した活用・運用のノウハウに基づき、お客さまに実現性

と定着性の高い提案を行っています。

クラウドサービス
提供実績

P28人材育成

P23生成AI

クラウドの戦略策定・構築から運用までの
ワンストップソリューション

クラウドサービスを最適に利用するための
プラットフォーム

Special Partner

Modern Workplace Data DX Biz App / Dev Ops Security

Endpoint

Cloud Connect

Multi Cloud / Platform

Business Group

専門性が高いエンジニア集団
全社員のうち76%をエンジニアが占め、
お客さまのデジタル変革を支援

マイクロソフトに関する資格者
Microsoft Certified 4,809名（延べ人数）

Fundamentals（基礎） 2,910 名
Associate（中級） 1,365 名
Expert（上級） 534 名

MVP 3名 Top Partner Engineer
Award 受賞者 18名
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社会課題の解決を通じて、持続可能な社会の実現に貢献することを目的として、「事業機会」に関する4つのマテリアリティと、
JBSグループの持続的な事業成長を支える「経営基盤」に関する2つのマテリアリティ、計6つのマテリアリティを特定しました。マテリアリティと主な取り組み

重点テーマ（社会課題） JBSのマテリアリティ 内容
事業及び財務への影響

主な取り組み
リスク 機会 顕在時期 影響度

事業機会

イノベーションの
推進

クラウド導入効果の
最大化

JBSは、世界標準のフレームワークをベースに、お
客さまごとに必要な技術を最適な形で適用させるこ
とで、迅速に導入でき、技術革新がもたらす経済生
産性の向上をはじめとするさまざまな効果を最大限
に享受できる状態を目指します。

— ○ 短〜長期 大

クラウドサービスや生成AI関連商品を
中心とした利活用促進サービスや導入
効果可視化サービスの開発・提供、顧
客内のITスキル向上のための内製化
支援

安心・安全な
社会インフラ

時代に即したIT環境の
実現・維持

JBSは、お客さまが常に安心、安全にビジネスを行
えるよう、実証されているIT環境への移行と、最新
のセキュリティ環境の継続的な適用支援を通じて、
お客さまの持続的成長を支えるレジリエントなインフ
ラの実現と維持を支援します。

— ○ 短〜長期 大
クラウドやAIを含むIT環境のセキュリ
ティ診断・監視運用サービスの開発・
提供

働き方・活躍
すべての人が生きがいを
感じる多様な働き方の
実現

JBSは、多様化するコミュニケーションのあり方に対
して、先進テクノロジーによるデジタルとリアルを組
み合わせた新たなワークスタイルを提案することで、
個人のウェルビーイングにつながる多様な働き方の
実現を支援します。

— ○ 短〜長期 大
クラウドサービスや生成AIに関連する
業務効率化や自動化に関する業務・IT
システムの構築、運営支援

環境

パートナーとの
協創による
カーボンネガティブへの
貢献

JBSは、テックリードカンパニーの環境に対する取り
組みと連携し、クラウド活用によるお客さまのCO2

削減を通じて、持続可能な社会の実現に貢献します。
○ — 中〜長期 中

クラウド利活用推進によるCO2削減へ
の貢献、JBSにおけるGHGデータの
算出による可視化

経営基盤

人材
信頼されるクラウド
プロフェッショナル人材の
育成

JBSは、お客さまとの信頼関係を構築できるクラウ
ドネイティブな人材の育成に向けて、社員が最大限
に活躍できる環境づくりへの惜しみない投資を継続
し、お客さまへの提供価値の最大化を目指します。

○ ○ 中〜長期 大

リスキリングプログラムを含む各種研
修制度の見直しや、キャリアカウンセ
リングルーム、キャリア申告制度の運
用、リファラル・アルムナイ採用の強化

DE&I
すべての社員が
個性を最大限に活かせる
企業文化の醸成

JBSは、社員一人ひとりの価値観を互いに尊重し合
う職場環境や、多様な人材が公平に活躍でき、最大
限にパフォーマンスを発揮できる制度設計を構築す
ることで、組織と人材の力を最大限に生かす企業風
土を醸成します。

○ ○ 中〜長期 中

DE&Iポリシー策定、女性活躍推進施
策の充実化、男性育休取得の促進、障
がい者雇用に関する相談窓口の設置、
シニア人材活躍施策実施

マテリアリティ特定プロセスは、当社Webサイトにてご覧いただけます。  https://www.jbs.co.jp/corp/sustainability/basic-policy
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JBSグループの社会価値・企業価値

お客さまが安心して、安全にビジネスを行えるよう 
実証済みのIT 環境への移行と、最新セキュリティの継続適用を通じて 
お客さまの持続的成長を支援

当社では、セキュリティ対策を単なる技術的防御手段ではなく、企業全体のリスクマネジメントの一環とし
て捉えています。そのため、企業の持続的成長の基盤として欠かせない要素と考えています。

また、クラウドサービスの普及やシステム構成の高度化に伴い、最新のセキュリティ技術の理解と、安全な
クラウド環境の構築・維持、そして企業資産保護のための情報セキュリティが一層重要視されています。年々
複雑化するお客さまのセキュリティ要件に応えるためには、経営課題を理解したうえでの提案活動が不可欠
です。当社は、お客さまごとに異なるニーズに対応した最適な形でサービス提供することを重視し、検討・
導入・運用のすべてのプロセスにわたる包括的なサービスを展開しています。

当社は、さまざまな業種・業態におけるクラウド導入実績を持つクラウドインテグレーターとして、高度な
専門性と確かな実績により、お客さまの状況に応じた最適なクラウド戦略の立案、サービス導入支援、運用
負荷の軽減を実現します。

クラウドインテグレーターとして、クラウドによる戦略策定から運用までワンストップで支援します。例え
ば、JBS独自ソリューションであるJBS Cloud Suiteは世界中で効果が実証されているベストプラクティス
を基に設計されているため、お客さまはより効率的に、デジタル化を推進できます。

● お客さまの経営課題に対応したセキュリティサービス提供

  P24 セキュリティ

セキュリティの経営課題

セキュリティの知見不足により、
適切な投資計画が立てられない

A

A

B

B A B

C

C

投資計画が
立てられない

課題を網羅し検討・導入・運用のプロセスごとにサービスを提供

運用支援 セキュリティ監視

対策すべき範囲が
わからない

ビジネスを脅かす脅威変化が
激しく、何をどこまでやるべきか
わからない

運用を回せない
セキュリティ人材不足により、
セキュリティ運用を回せない

検討支援 リスクの可視化 導入支援 対応・対策

を解決！を解決！ を解決！

イノベーションの
推進

安心・安全な
社会インフラ

社会課題
重点テーマ

社会課題
重点テーママテリアリティ マテリアリティクラウド導入効果の最大化 時代に即したIT環境の実現・維持

関連する主なSDGs　SDGs8-2 技術革新を通じた経済生産性の向上 関連する主なSDGs　SDGs9-1 経済発展を支えるインフラ開発

世界標準のフレームワークに基づき、お客さまごとに最適な技術を適用することで 
迅速な導入を可能とし、経済生産性の向上をはじめとする技術革新が 
多岐にわたりお客さまにもたらす効果を最大化

安心・安全なクラウド環境が
効率的に手に入ります

利用し続けるための
サービス設計

●クラウド基盤設計のフレームワークとなるCloud 
Adoption Framework（CAF）とWell-Architected 
Framework（W-AF）の推奨事項に準拠

●クラウドならではの考慮点をおさえた設計

●クラウド導入における中長期計画立案を支援
●運用しやすいクラウド環境を設計・構築
●システムを安定稼働させるための運用を支援

ガバナンス・
管理準備・導入戦略・計画

コンサルティング・
アセスメント 設計・構築 運用・管理

ワンストップサービス

フレーム
ワーク

JBS
ナレッジ

安心・安全な
環境

● 当社の支援サービスによって得られるメリット
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働き方・
活躍 環境社会課題

重点テーマ
社会課題
重点テーママテリアリティ マテリアリティすべての人が生きがいを感じる

多様な働き方の実現
パートナーとの協創による
カーボンネガティブへの貢献

関連する主なSDGs　SDGs8-5 すべての人に働きがいある仕事の提供 関連する主なSDGs　SDGs9-4 環境に配慮した技術の利用

多様化するコミュニケーションのあり方に対して 
先進テクノロジーによる新たなワークスタイルを提案することで 
個人のウェルビーイングにつながる多様な働き方の実現を支援

グローバルテックリーダーの環境に対する取り組みと連携し 
クラウド活用によるお客さまのCO2削減を通じて 
持続可能な社会の実現に貢献

● Copilot＋先行検証プログラムによる働き方の変化 ● クラウド移行によるCO2排出量の削減イメージ

テクノロジーの進化により、多くの企業がテレワーク環境の構築、オンライン会議の導入など新たなワーク
スタイルの実現に向けたITを取り入れています。これらの新しい働き方を定着させるためには、PDCAサイ
クルで効果を測定・評価し、次の策を検討することが大切です。

例えば当社では、AIアシスタントツール「Copilot」の正式リリース前である2023年8月から先行検証プ
ログラムに参加し、技術検証を行いました。その結果、メールや会議の時間削減に伴い、本来自分が行うべ
き仕事にフォーカスできる時間である価値創造時間が30%以上増加しました。このように社内で実際に活
用するなかで得られるデータやナレッジをお客さま向けのサービスに反映し、企業の生成AI活用レベル向上
と、DX推進に貢献しています。

企業のIT関連業務をオンプレミス環境から、クラウドインフラに移行することにより、エネルギー消費量と
それに付随するCO2排出量の削減につながる可能性があると言われています。当社は、オンプレミスからク
ラウドへの転換を加速させることで、顧客企業のエネルギー消費量の削減に貢献しています。また、クラウド
ソリューションの導入において当社が強みを持つMicrosoft AzureやMicrosoft 365を提供するマイク
ロソフトは、すでにカーボンニュートラルを実現し、2030年までにCO2吸収量が排出量を上回るカーボン
ネガティブの実現を目指すと発表しています。

また、ハードウェアメーカーなどのパートナー各社も、環境に配慮した製品やソリューションを提供してい
ます。これらの企業の取り組みを支持し、連携することによって地球環境の保全に努めています。  P23 生成AI

1ユーザー当たりの値/月
対象者：先行検証プログラムユーザー：300名
調査対象期間：先行検証プログラム導入前後（2023年5～7月、2023年12月～2024年2月での比較）

メール・
チャット

18時間 16時間

要約機能で
メール確認・作成効率化

メール

11時間 8時間
チャット

会議

54時間 51時間

Copilot相談で会議参加が減少
さらに、要約機能で不在MTGも
別途キャッチアップ可能に

会議時間

65回 61回
会議数 40時間 54時間

個人の価値創造時間増加

価値創造時間

36%増

価値創造時間

CO2

CO2

オンプレミス

クラウド
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人材 DE&I社会課題
重点テーマ

社会課題
重点テーママテリアリティ マテリアリティ信頼される

クラウドプロフェッショナル人材の育成
すべての社員が個性を最大限に活かせる
企業文化の醸成

関連する主なSDGs　SDGs4-4 働きがいのある仕事のために十分な職業スキル教育 関連する主なSDGs　SDGs8-5 すべての人に働きがいある仕事の提供

お客さまとの信頼関係を構築できる人材の育成に向けて 
社員が最大限に活躍できる環境づくりへの惜しみない投資を継続し 
お客さまへの提供価値の最大化を目指す

● 経営戦略と連動した、Vision実現のための施策
当社では、経営戦略に紐づく人材戦略を策定し、多岐にわたる施策を実施しています。経営戦略と連動し、

人事領域の課題を解決しながら、人的資本経営の基盤を構築することで、社員一人ひとりの成長と持続的な
企業成長の実現を目指しています。

● JBSのDE&Iポリシー
これまで当社では、働き方改革を起点にワークスタイル変革や仕事と家庭の両立が可能な職場環境の整備

に取り組んできました。その深化を図るため、2024年9月期にDE&I推進体制を整備、DE&Iポリシーを策
定し、多岐にわたる施策を推進しています。

社員一人ひとりの価値観を互いに尊重し合う職場環境で
多様な人材がパフォーマンスを発揮できる制度と機会を公平に提供し
組織と人材の力を最大限に生かす企業風土を醸成

当社はクラウドのプロフェッショナル集団として、
お客さまの期待に応えられるよう、急速な市場変化
に適応し、先進技術の獲得に努めています。

採用においては、年間300名程度の採用を継
続していく方針です。エンジニア不足が加速してい
る環境下において、お客さまの多様で高度なニー
ズに応えられる専門性の高い人材の採用・育成・
定着に努めています。

● 事業拡大・市場の需要変化に応じた人材の確保・育成
当社は、Mission「優れたテクノロジーを、親しみやすく」の実

践を通して、お客さまとの新たな価値共創を目指しています。その
ためには、多様な価値観やバックグラウンドを持つ人材が、互いに
認め合い、支え合う企業風土が不可欠です。社員一人ひとりの違
いを尊重し、公平な機会を提供し、それぞれの個性やスキルを最
大限に引き出すことで、持続的な成長やイノベーションの創出を推
進しています。これらの取り組みが評価され、2024年12月には、ダイバーシティ&インクルージョンに取り組
む企業を認定・表彰する日本最大級のアワード「D&I AWARD」において、「アドバンス」に認定されました。

  P30 人材育成   P33 DE&I

1

32

社員一人ひとりの成長と
持続的な企業成長の実現

Vision
「社会のデジタル変革をリードする
No.1クラウドインテグレーター」

の実現
人的資本経営
の基盤構築

経営戦略

人事領域
課題解決

「自分らしく、ありのままでいられる」環境をつくることで、
誰もが活躍でき、持続的な成長とイノベーションを生み出しつづける企業へ

一人ひとりの違いを
理解し、尊重する

誰もが活躍できる
機会と環境を提供する

一人ひとりの存在意義が
共創を生み出す

2022/9
（単体）

2021/9
（単体）

2023/9
（連結）

2024/9
（連結）

■■ 新卒採用　■■ キャリア採用
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ビジネスプロセス

Mission 企業理念
「優れたテクノロジーを、

親しみやすく」

Vision 目指す姿
「社会のデジタル変革をリードする 
No.1クラウドインテグレーター」

競争力の源泉

顧客基盤
238万ID

社会関係資本
パートナーシップ

グローバルビジネス

幅広い業種にわたる
顧客基盤

人的資本
多様な

プロフェッショナル人材

専門性の高い
エンジニア集団

マイクロソフトの
知見・実績

知的資本
多様なAI技術を駆使

JBS独自の
ソリューション

技術検証

cloud

クラウドシフト マネージドサービス/
カスタマーサクセス

アプリ開発/業務支援
クラウド内製化支援

●多様な働き方
●ITによるビジネス変革
●少子高齢化対策
●地方創生
●気候変動問題

●DX人材育成
●セキュリティ強化
●グローバル競争力

顧客課題

社会課題

マテリアリティ

事業機会

経営基盤

すべての人が
生きがいを感じる
多様な働き方の実現

クラウド導入効果
の最大化

時代に即した
IT環境の実現・維持

信頼されるクラウド
プロフェッショナル
人材の育成

すべての社員が
個性を最大限に
活かせる
企業文化の醸成

パートナーとの
協創によるカーボン
ネガティブへの貢献

ID×ARPUによる
クラウド促進を継続

人材獲得・育成強化
（人的資本経営）

標準化×内製化支援

資本業務
提携企業との
グループシナジー

の創出

新事業への
チャレンジ

2024年9月期
連結業績

ROE

6.7%

売上高

1,408億円

営業利益

45.9億円

お客さま
●クラウド・AI活用を通じた
自動化及び生産性の向上

●ゼロトラストによる安心・安全な
セキュリティ環境
●内製化・市民開発による
事業成長の促進

●グローバルスタンダードによる
競争力の強化

●多様な働き方の実現

株主・投資家
●継続的な株主価値の向上と
安定的な株主還元

メーカー・パートナー
●協業を通じた、優れた
クラウド製品の展開

従業員と家族
●クラウドネイティブな人材の育成
●個性を最大限に活かせる環境の
提供

●ディーセントワークの実現

地域・社会
●クラウド活用を通じた
環境負荷の軽減

●クラウドDXを通じた
豊かな社会の実現

経済価値 社会価値中期経営計画
（2023年9月期～2025年9月期）

保守運用保守運用

定着化・
データ活用
定着化・
データ活用
定着化・
データ活用

クラウド
導入・移行
クラウド
導入・移行
クラウド
導入・移行

DX/クラウド
計画策定
DX/クラウド
計画策定
DX/クラウド
計画策定

DX効果DX効果

戦略立案・
組織設計
戦略立案・
組織設計

JBSの価値創造プロセス 当社は、企業理念を起点にマテリアリティを定め、事業を通じて
お客さまのビジネス成果及びサステナブルな社会の実現に貢献してまいります。
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取締役常務執行役員
CFO、コーポレートグループ統括、HR 戦略本部、
ファイナンス＆GA本部、GRC本部 担当
勝田 耕平

財務基盤の強化に継続して取り組み、
企業価値の向上と安定的な利益還元
並びにさらなる事業成長を目指します

CFOメッセージ

上場以来３期連続の増収増益 
特損に伴う影響で当期純利益は減益
2024年9月期の連結売上高は、既存の大手エンタープライズ顧客

におけるライセンス＆プロダクツ事業の契約拡大が全体を牽引し、前
期比24.9％増の1,408億円、業績予想達成率は111.1％となりま
した。営業利益・経常利益はともに45億円と前期比で増益となりま
したが、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比54.8%減の15
億円となり、連結子会社であるネクストスケープにかかるのれんの減
損損失の計上が大きく影響しました。グループ管理を見直し、体制強
化を図るとともに、今後はグループシナジーの創出に向けた協業を加
速させてまいります。なお、本業による収益力を参考値として算出し
たEBITDAは前期比13.3％増の56億円となっています。

業績予想の精度を向上させ 
着実な成長路線へと舵取りを行う
継続的な事業成長により、2025年9月期の売上高は前期比

6.5％増の1,500億円、営業利益は前期比24.1％増の57億円、親
会社株主に帰属する当期純利益は144.2%増の37億円と過去最高
の売上・利益の更新を目指しています。利益については、各事業セグ
メントの増収効果、及びネクストスケープの黒字化を含む収益性改善
が陣容拡大に伴うコスト増を吸収することで、増益を見込んでいま
す。その達成のためには、当社の売上の7割を占めるライセンス＆プ
ロダクツ事業はリセールビジネスの特性上、利益率が低い傾向があり
ますが、これを足がかりとして、より収益性の高いクラウドインテグ
レーション事業、クラウドサービス事業のビジネスにつなげるという戦
略を着実に推進していくことが重要だと考えています。

なお、この中期経営計画で掲げている基本戦略に変更はありませんが、
市場の需要変化の予測などにおいて精度が低い部分があったことを

2024年9月期実績
（連結）

業績予想達成率
（2024年5月発表）

2025年9月期予想
（連結）

売上高 1,408億円
（前期比24.9％増） 111.1％ 1,500億円

（前期比6.5％増）

営業利益 45億円
（前期比9.6％増） 90.1％ 57億円

（前期比24.1％増）

親会社株主に帰属する当期純利益 15億円
（前期比54.8％減） 101.0% 37億円

（前期比144.2％増）

EBITDA 56億円
（前期比13.3％増） ― 68億円

（前期比21.6％増）
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今期は予定通りの配当を実施し 
来期は業績拡大・配当性向の引き上げを予定
当社は、株主の皆さまへの利益還元を経営上の重要課題の⼀つと

しています。株主の皆さまから預託された資本を有効に活⽤して利益
をあげ、さらには事業基盤の安定・拡充に必要な内部留保も考慮し
たうえで、財政状態、利益⽔準などを総合的に勘案し、継続的かつ安
定的な配当の実現を⽬指しています。今期の年間配当金は、のれん
の減損はあったものの期初予想どおり25円としました。2025年9
月期は、現時点では年間35円（中間17円、期末18円）と増配を予
想しており、予想の利益に対する配当性向は43.1％に引き上げてい
ます。

今後も開示情報の充実と、相互理解を促進するIR活動を通じ
て、ステークホルダーの皆さまとの対話の深化を図ります。株主の
皆さまからの中長期的な視点の期待にも応えられるよう、持続的
成長を視野に入れた経営と財務基盤のさらなる強化に注力してま
いります。

また、株価指標が同業他社と比較して低い水準にとどまっている
理由は中長期的な成長性に対する信頼性の欠如にあると認識して
います。

来期以降は、先述した着実な成長路線へと回帰を図ることで、ＲＯ
Ｅを過去５年間の平均値11.7％を上回る13％とすることを目標に
しています。

自己資本比率に関しては、一般的に30％以上が安定の目安、
50%以上あれば良好と言われていますが、成長性等の観点から適切
なバランスを重視する必要があると考えています。

今期の自己資本比率37.3％は妥当な水準と捉えていますが、今
後の事業状況や市場環境を見極めながら、我々の成長に不可欠な
「人」への投資として、オフィスや住環境等の整備・拡充を適時・適切
に進めていきます。

また、増収増益の継続に対して株価は下降傾向が見られます。この
状況に対しては、ROE目標を継続的に達成し、株主・投資家の皆さ
まと当社の戦略に関する対話を深めていくことで市場評価改善に努
めてまいります。

受け、2024年5月に最終年度である2025年9月期の利益目標を
一時的に取り下げていました。今期の予想は、この点を踏まえより現
実的で確実な計画となるよう反映させており、併せて予実管理の精度
向上にも取り組んでいます。

資本コストを踏まえつつ 
成長に不可欠な「人」への投資を推進
 

　株主の皆さまからの資金調達に伴うコスト（株主資本コスト）につ
いては、今期から資本資産価格モデル（ＣＡＰＭ）により算出してお
り、結果7.5％から8.5％の範囲と推定しています。また、資本収益
性の指標としては、事業セグメント共用の資産が多いことからＲＯＥを
重視しています。

今期は特別損失計上の影響からROEは6.7%と株主資本コストを
下回り、株価指標も平均PBRは2.6倍、平均PERは17.5倍と、当社
が属する情報・通信業の他社と比較して低い水準にとどまっていると
取締役会で評価しました。

しかしながら、2022年9月期、2023年9月期のROEは16.0％
であったことから、当社は事業特性によって営業利益率は低く見える
ものの、資本効率は決して低くないと認識しています。

1株当たりの配当金ROE／自己資本比率　

※1 無リスク資産利子率：10年物国債の1か月平均利回りを使用
※2 β：マーケット・リスクプレミアムに対する当社株式の感応度。推計値を修正して使用
※3 マーケット・リスクプレミアム：過去の日本株式市場におけるリターンから推定して使用
※4 個別株サイズリスクプレミアム：過去の日本市場におけるリターンから推定して使用

株主資本
コスト 無リスク

資産利子率※1

7.5%-8.5%

マーケット・
リスクプレミアム※3β※2=

=

+ +× 個別株サイズ
リスクプレミアム※4

資本資産価格モデル（ＣＡＰＭ）

2023/9
（実績）

2022/9
（実績）

2024/9
（実績）

2025/9
（予想）
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■■ 期末配当 ■■ 中間配当　■ 上場記念配当 30
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20円
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（17.5＋2.5※）

2022/9
（単体）

2021/9
（単体）

2023/9
（連結）

2024/9
（連結）

■■ 自己資本比率 ●● ROE
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0

（％） （％）

44.850.8
45.2

16.016.0

12.412.4
37.3

16.016.0

6.76.7

※ �当社は、2022年6月3日付で普通株式1株につき500株の割合で、2023年4月1日付
で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っています。分割前の実績においては、
株式分割後の基準に換算した数値を記載しています。
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そして、当社は③セキュリティビジネスの強化を図ってまいりまし
た。脅威が進化し、攻撃が複雑化しているなか、老舗の競合他社に対
抗していくうえでは、ポリシー設計から構築、運用までのすべてのプ
ロセスにわたって技術を高めていく必要があると考えています。当社
がこれまで培ってきたマイクロソフトに対する知見と優位性を活かし、
マルチベンダーとしてお客さまごとに最適な形を複合的に組み合わせ
ていけるようサービスを拡充しています。

  P24 セキュリティ　

これらの取り組みを通じて、JBSグループ一丸となってお客さまの
状況やニーズに応じた最適なソリューションを提供することで、信頼
される真のパートナーとして成長を続けてまいります。

３つの重点領域
お客さまのビジネス変革や業務課題解決をご支援していくにあ

たって、①生成AI、②グローバル対応、③セキュリティの3つの領域に
注力をしていきます。

まず、①生成AIについては、社内検証によって得られた知見や顧
客対応で培ったノウハウを集約したData & AI事業本部を新設し、
お客さまの生成ＡＩの実務活用のニーズに対応し、支援していく体制
を整えました。生成AIはビジネスシーンで、さまざまな業務の効率
化や生産性向上に寄与する広範な可能性があります。しかし一方
で、自社にとって有効な活用方法がわからない、思うように利活用
が進まないと感じている企業も依然として多く存在しています。JBS
では現在、各業種・業態をリードする大企業のお客さまの生成AI活
用に向けたさまざまな支援を実施しています。将来的には、各業界に
おける成功事例を基盤に、これらのプロジェクトで培われた知見やノ
ウハウを活用し、より多くのお客さまの課題解決につなげることを目
指しています。

  P23 生成AI

②グローバル対応については、海外に拠点を展開している日本企
業に対し、海外拠点も含めた一括でのライセンス提供を皮切りに、ク
ラウド活用における包括支援の拡大を推進しています。今期は、海外
拠点分も含めたライセンス資産の適正化や、多言語対応のヘルプデス
クサービスの実績が増加し、売上が大きく増加しました。来期はそれ
らをさらに加速していく方針です。世界46か国で事業展開している
業務提携先のCrayonと、当社の米国及びシンガポール拠点が連携
してサービス提供を行っているため、この2拠点の強化は今後の大き
なテーマになってくると捉えています。

  P25 グローバル対応

事業成長に向けた今後のポイント
クラウド需要の多様化と拡大が継続するなか、人材育成はJBSグ

ループの事業成長に不可欠な要素であると同時に、利益創出の重要
な源泉であると考えています。当社の特長の1つとして、約2,200名
のエンジニアの30％強がお客さま先に常駐している点が挙げられ、
この活動のなかに今後の成長に向けたポイントがあると認識していま
す。具体的には、常駐エンジニアが運用やサポートにとどまらず、さま
ざまなシステムの相談を受けることで、次のビジネス機会へとつなが
るケースが出てきています。

今後は、クラウドインテグレーション、クラウドサービス、ライセンス
＆プロダクツ事業を横断する形で、より包括的にお客さまの課題解決
に向けた提言・提案を行っていくことが重要なポイントになると考え
ています。

JBSグループ全体で営業とエンジニアが一体となり、お客さまの視
点に立った深い洞察と戦略的な提案、包括的な支援を提供すること
で、お客さまとの関係の深化を目指します。

  P22 製販一体の取り組み

製品ありきではなく、
顧客課題解決のための包括提案を強化。
セキュリティ・グローバル・AIといった

トレンド需要にも挑戦

DX課題解決への提言・包括支援

製販一体で
CI/CS/L&P横断の顧客深耕を強化
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事業概要

強み
●豊富なエンジニアリソース
●マイクロソフト3クラウド全領域を
カバーする高いエンジニアスキル

●幅広い業種での強固な顧客基盤

●市場の成長スピードに合わせた
IT人材の確保

●拡大する需要に応えるための
ビジネスパートナー

●エンジニア採用市場の激化
●景気変動及び業界動向の
変化によるIT投資の縮小

●AI市場拡大に伴う
エンジニアスキルの変化

●マイクロソフト案件需要の拡大
●AI/セキュリティ需要の高まり

弱み

機会 脅威

S W

O T

● Microsoft Azure / Microsoft 365 / Microsoft 
Dynamics 365（以下、Dynamics 365）などマイクロソフトク
ラウドサービスの導入

● オンプレミス、パブリッククラウドのメリットを組み合わせた最適な
ハイブリッドクラウド基盤の導入

● クラウド移行プランの策定から開発、導入・定着や効果モニタリン
グまで含めたサービスを展開

● 内製化を推進するCCoE（Cloud Center of Excellence）
組成支援や、クラウド環境の利活用・定着化を支援するアドプ
ション・チェンジマネジメントサービスの提供

2024年9月期の概況
旺盛なクラウド需要を背景に案件が増加し、売上が拡大した一方、

案件単価の伸び悩みや一部案件の開発スケジュール変更及び子会社
であるネクストスケープの一部案件の長期化によりコストが増加した
結果、売上高は23,593百万円（前期比2.5％増）、セグメント利益
は2,985百万円（同15.6％減）となりました。

今後に向けて
アプリ開発やAI利活用などの顧客企業の事業推進や業務効率化を

積極的に支援していきます。
来期の売上高は260億円（当期比10.2％増）、セグメント利益は

37.0億円（当期比23.9％増）を予定しています。

（億円）
■■ 売上高　■■ セグメント利益 ●● セグメント利益率

（%）

15.315.3 15.415.4
12.712.7

14.214.2

300

200

100

0

183

230

30.0

15.0

0

260

2024/9
実績（連結）

2025/9
予想（連結）

2022/9
実績（単体）

2023/9
実績（連結）

235

28.0 35.3 29.8 37.0

P26　クラウドインテグレーション事業　イラストテキスト

オンプレミス クラウド

クラウド環境に移行

アプリ セキュリティ

クラウド上でアプリ開発等
事業内容の一例 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

17%（2024年9月期）

売上構成比 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

これまでの主力であったMicrosoft 365導入に代表される
リモートワーク需要が落ち着き、クラウド需要が情報系インフラ
へ移ってきたことを受けて、エンジニアのリソースをシフトさせ
て対応してきました。その結果、クラウドインテグレーション事
業全体では、この3年で情報系インフラのビジネスが著しく成
長しました。

今期は、モダンワークプレイスの観点で見ると、Microsoft 
365の新規導入は減少傾向にあるものの、関連するセキュリ
ティ対応に関する相談は増加してきています。インフラの観点
では、Azureを含むクラウドシフトの案件が増加しており、案
件の大型化も進んでいます。

来期は、このセキュリティ対応、情報系インフラのクラウドシ
フトの支援を継続しつつ、2025年10月に迫るWindows 
10サポート終了（EoS）への対応と、それに伴うエンドポイント
関連対応や、ハイブリッドクラウド、マルチクラウド関連につい
て強化を図ります。

今後は、より大型化、複雑化する案件に対応できる人材の育
成、また導入だけではなく、計画立案、定着化支援といった付
加価値の高い提案やデリバリーのできる人材の育成にも努め
てまいります。

クラウドソリューション事業本部長
井手 崇志

担当者コメント

クラウドインテグレーション事業

マイクロソフトのクラウドを中心とした 
クラウド製品の導入・開発等支援
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強み
●豊富なエンタープライズ向け
運用実績

●クラウド利活用における保守・
運用・改善の実績

●生成AI利活用の支援体制充実

●マネージドサービスの拡充
●ビジネスパートナーとの安定的な
契約関係の拡大

●IT市場における人材不足と
人材獲得競争の激化

●既存領域のIT投資における
さらなるコスト削減

●競合他社のサービス拡充による
競争の激化

●クラウドシフトまたは
ハイブリッドインフラ需要の拡大

●既存設備への投資から新領域への
IT投資シフト

●海外パートナーとのアライアンス
強化によるグローバル展開拡大

弱み

機会 脅威

S W

O T

● クラウド利活用における保守・運用・改善サポートを提供
● 利便性の高い機能をマイクロソフトクラウドサービスに追加開発し

たオリジナルクラウドサービスを提供

2024年9月期の概況
営業活動の強化によって、新規顧客の獲得及び既存顧客との契約

拡大が進んだことにより売上が拡大したことに加え、自社サービスを
はじめとしたマネージドサービスの受注拡大により収益性が向上した
結果、売上高は18,922百万円（前期比23.0％増）、セグメント利
益は2,854百万円（同43.9％増）となりました。

今後に向けて
グローバルでの包括的な運用支援やセキュリティサービスの強化な

どに加え、自社サービスの開発により、顧客企業の支援範囲を拡大し
ていきます。

来期の売上高は215億円（当期比13.6％増）、セグメント利益は
29.0億円（当期比1.6％増）を予定しています。

（億円）
■■ 売上高　■■ セグメント利益 ●● セグメント利益率
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当社は、顧客1人当たりの単価であるARPU（Average 
Revenue Per User）の拡大を基本戦略の柱とし、マネージ
ドサービスを通じて顧客のクラウド利用を加速させることで、
持続的な成長を追求しています。

自社ブランド「JBS Cloud Suite」においては、マネージ
ドサービスのさらなる強化を図り、付加価値の向上と利益率
の改善に努めています。今期は、Microsoft 365やAzure
のライセンス購入・管理機能の強化にとどまらず、クラウ
ドサービスの可視化と分析を可能にする「Smart Cloud 
Controller（以下、SCC）」を2024年7月にリニューアルし
ました。これにより、ライセンス管理の課題解決を支援する新
機能を順次導入し、お客さまのニーズに応えています。

さらに、当社はFinOpsの専門知識を活用し、顧客の利用状
況やコストの最適化を支援することで、より効果的なクラウド活
用を促進しています。SCCの柱となるポータルサービスを通じ
て多様なソリューションを最適な形で提供し、サービス品質の向
上に努めることで、顧客満足度の向上につなげています。

今後も、このポータルを活用してライセンス管理の可視化と
効率化を推進し、顧客満足度と利益率の向上を図ります。これ
らの取り組みにより、市場での競争力を強化し、株主価値の最
大化を目指してまいります。

ソリューション戦略本部 副本部長
小林 勲

担当者コメント

P27　クラウドサービス事業　イラストテキスト
常駐して技術支援 教育保守監視・運用 マネージドサービス

事業内容の一例 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

13%（2024年9月期）

売上構成比 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

クラウドサービス事業

クラウド利活用における 
保守・運用サポート
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強み
●マイクロソフトとの強固な
パートナーシップ

●マルチベンダーによる最適提案の
豊富な実績

●豊富なグローバル支援実績

●リセラー体制に起因する
低収益ビジネスモデル

●インテグレーション・サービスと
ライセンス販売を組み合わせた
ソリューション提案力

●不安定な世界情勢及び
世界的インフレなどによる
経済の減速

●経済減速、インフレ、為替変動など
による顧客業績の急変化

●マイクロソフトクラウドの
高い成長性

●AI利活用ニーズの高まりと、
DX深耕

●データ活用の活性化と多様化

弱み

機会 脅威

S W

O T

● クラウドサービスとライセンス、関連機器をリセール提供
● オンプレミスのインフラ環境や、プライベートクラウドサービス等へ

のライセンス、プロダクト提供
● クライアントPCの選定・導入から運用管理までトータルにサポート

2024年9月期の概況
大手顧客企業を中心に、クラウド活用促進によって既存顧客に対す

るマイクロソフトライセンス販売のアップセル及びクロスセルが進んだ
ことに加え、物販の販売が好調に推移した結果、売上高は98,330
百万円（前期比32.2％増）、セグメント利益は2,417百万円（同
18.2％増）となりました。

今後に向けて
マイクロソフトライセンス提供を通じて広がっている顧客基盤をクラ

ウドインテグレーション及びクラウドサービスにつなげるとともに、事
業成長と収益性のバランスを考慮しながら、継続的なライセンス提供
を行っていきます。

来期の売上高は1,025億円（当期比4.2％増）、セグメント利益は
28.0億円（当期比15.8％増）を予定しています。

今期は、高度なセキュリティ機能を持つMicrosoft 365 
E5の浸透や、AIアシスタントCopilotの登場が追い風となり、
当社のライセンス販売額は大きく伸長しました。当社は、単な
るライセンスのリセールにとどまることなく、ライセンス販売を
起点として、クラウド環境の構築や運用支援、さらには高度な
クラウドサービスの提供を通じて、お客さまのビジネス価値を
最大化することを目指しています。

特にCopilotに関しては、他社に先駆けて全社展開し、その
成果とナレッジを基に「定着化」サービスを提供しています。ラ
イセンス販売とともに導入支援を行い、企業が迅速にCopilot
を活用できるようサポートしています。

今後は、Copilotをご利用のお客さまに対し、さらなるAI活
用を促進するためのサービスや最適なデバイスの提供を通じて、
お客さまの一層の業務効率化を支援することで、ライセンスとプ
ロダクト販売の拡大を図ります。

また、当社のクラウドサービスは、お客さまのニーズに応じ
たカスタマイズが可能であり、柔軟な対応が求められるビジネ
ス環境においては大きな強みです。これにより、顧客満足度の
向上と長期的なパートナーシップの構築を目指します。さらに
当社はライセンス販売の拡大をトリガーに、クラウドサービスの
利用促進とお客さま満足度の向上を図り、持続的な成長を実
現していきます。

ソリューションスペシャリスト本部長
松尾 邦孝

担当者コメント

（億円）
■■ 売上高　■■ セグメント利益 ●● セグメント利益率
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Ｐ２８　ライセンス＆プロダクツ事業　イラストテキスト

マイクロソフト
メーカー

仕入れ 販売

70%（2024年9月期）

事業内容の一例 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

売上構成比 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ライセンス&プロダクツ事業

ライセンス・関連機器のリセール
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事業セグメント別の進捗

クラウドインテグレーション事業 クラウドサービス事業 ライセンス＆プロダクツ事業
情報系インフラへのクラウド需要にシフト

業務アプリを拡大し、
収益力を強化

事業全体としてはMicrosoft 365に代表されるモダンワークプレ
イスから情報系インフラへのクラウド需要のシフトに対応してきた結
果、過去3年間で著しい成長を遂げました。業務系アプリは引き続き
拡大の兆しを見せているものの、利益を大幅に押し上げるほどの成長
には至っていません。インフラ領域では、Azureを含むクラウドシフト
案件の増加とともに、案件の大型化が進行しています。今後は、セキュ
リティ対応やData ＆ AIを中心に強化を図ります。

常駐運用とリモートヘルプデスクや
セキュリティサポートの

ハイブリッドでグローバル支援拡大

売上、営業利益ともに順調に伸びており、特に既存のお客さまの常
駐運用支援の拡大が事業の成長を押し上げています。マネージドサー
ビスは、リモートヘルプデスクやAzure、セキュリティに関するサポー
トが拡大しており、シンガポール拠点を活用した24時間365日体制
のサポートも開始しています。自社サービスでは、ファイルの転送サー
ビスやCopilot関連のサービスなどを拡充し、提供を進めています。
利幅の大きなサービス事業への転換を目指しています。

ライセンスのグローバルシェアの拡大とともに
セキュリティをはじめとする
利益率を高める提案力を強化

これまでグローバルでの一括契約を含むMicrosoft 365ライセン
スの取引が事業成長を牽引してきましたが、最近の傾向ではAzure
及びDynamics 365の成長が顕著です。ハードウェア等の物販につ
いても、PCの買い替え需要などにより売上が増加しています。しか
し、リセールビジネスであるため、利益率の改善は進んでおらず、低
水準にとどまっています。今後は、セキュリティ需要の刈り取りや、提
案力強化によって利益率の改善を目指していく予定です。

※ ●内の数字は、2021年9月期から2024年9月期の売上高年平均成長率（CAGR）

●Microsoft 365関連の
セキュリティ対応案件が増加

●Microsoft 365の新規導入は
減少

●Microsoft 365関連
のセキュリティ対応を
強化

モダンワークプレイス

今後

●Azureを含む
クラウドシフト案件が増加

●案件の大型化が進む

●情報系インフラの
クラウドシフトを
継続対応

●Data & AIも強化

インフラ

今後22%

7%

8%

●Dynamics 365（CRM）や
スクラッチ開発が増加

● ERPは国内初の
フルクラウドSAPの
導入実績

●需要継続・拡大の
見込み

●事業部門向けの
提案力強化

業務系アプリ

今後

●既存顧客の深耕により、
大型契約を含め、
取引は順調に拡大

●Microsoft 365や
情報系インフラ関連の
契約受注を拡大

常駐運用支援

今後

●リモートヘルプデスクや
Azureやセキュリティに
関するサポートが拡大

●シンガポールを拠点とした
24/365サービスも開始

●常駐保守との
ハイブリッド契約を
促進

マネージドサービス

今後

●ファイル転送サービスや
Copilot関連サービスなどの
商材を拡充

●開発・拡販を強化

自社サービス

今後

12%

24%

非公開

●Microsoft 365はグローバル
一括契約を含む、
大口顧客増により拡大

●セキュリティ対応として
ライセンスアップグレードも
増加

●案件の採算性を重視
●セキュリティ需要を
刈り取り

ライセンス（Microsoft 365）

今後

●Azure、Dynamics 365を
中心に約3倍に成長

●Microsoft 365契約ユーザー
に対してCopilotの獲得推進

●提案力強化により、
より広範囲での活用
を促進

ライセンス（Azure他）

38%

25%

今後

●PC買い替え需要により、
増加

●買い替え需要の
刈り取りを継続

物販（SW/HW）

今後7%
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製販一体型の組織が目指す姿
近年の技術革新の加速に伴い、お客さまのクラウドに対するニーズも急速に変化、多様化しています。顕

在化している足元需要への対応が、ここ数年の当社の成長を牽引してきましたが、これまで主力だった 
Microsoft 365導入や情報系インフラへのクラウドシフトだけではなく、新たな需要をいち早く、かつ確実
に捉えることが必要になってきています。

多様化するお客さまのニーズにお応えするために、2023年9月期より、大手企業のお客さま向けに、営
業とエンジニアがワンチームでサービスを提供する専用チームを立ち上げてきました。

これまでは、担当営業がそれぞれのお客さまとの接点となり、お客さまのご要望に応じてエンジニアをチー
ム組成する仕組みでしたが、顧客特化型のより質の高いサービスの提供を可能とするために製販一体型の組
織へ移行し、各お客さまの状況やニーズに応じた最適なソリューションをタイムリーに提供しています。

ともに解決に取り組むパートナーとして成長
この取り組みによって、着実にお客さまとの信頼関係を深め、当社により高い期待値を持っていただける

ようになりました。インテグレーションにおいては、以前はお客さまが定めた要件を実現できるパートナーと
してお声がけいただくことが多い状況でしたが、現在では、課題段階からお客さまに相談いただける関係を
築き、ともに解決に取り組むベンダーとして期待されるようになりました。運用支援においても、お任せい
ただく領域の拡大のみならず、効率化や自動化に関する期待も寄せられています。小規模な業務領域のシ
ステム構築案件から始まり、今では、お客さまの業務改革の根幹ともいえるプロジェクトに参画させていた
だけるまで成長したチームも誕生しました。

包括的な支援を提供し、お客さまとの関係の深化を図る
当社はこれまで、業界を問わず等しく利用いただけるコミュニケーション基盤などのコーポレートITを中心

にクラウド活用を支援してきました。今後は、業務領域でのクラウドによる事業変革などのビジネスITのニー

ズに応えることに注力していきます。
お客さまごとに業務内容も抱えている課題も異なります。個々のお客さまのニーズに応えるためには、お

客さまの潜在的なDX課題に気づき、それを解決するための提案にシフトしていくことが重要だと考えてい
ます。職務範囲に捉われず営業とエンジニアが一体となり、お客さまの視点に立った深い洞察を行うことが
求められます。このようなアプローチにより、課題解決に向けた戦略的な提言・提案を行い、包括的な支援
を提供することで、お客さまとの関係を深化していくことを目指します。

また、当社のお客さまにはグローバルにビジネス展開を行う大手企業も多く含まれます。日本のリー
ディングカンパニーに寄り添い、ともに考え、お客さまのグローバル競争力を高めるご支援を加速させてい
きたいと考えています。

取り組むべき今後の課題 今後の対応
CIの現主力事業が減速

顕在化した足元需要への対応 ＤＸ課題解決への提言・包括支援
製販一体でCI/CS/L&P 横断の顧客深耕を強化

特集　成長を支える施策 製販一体の取り組み

私たちは、営業及びエンジニアの役割に捉われず、製販一体でお客さまの要望に寄り添う姿勢で取
り組んでいます。お客さまとの打ち合わせの際は、担当の営業及びエンジニアが同席し、双方から見
たお客さまの期待値や温度感など、微妙な違いをリアルタイムに情報共有することで、お客さまが何
を求めているのかをお互いに確認しながら進めています。

四半期に一度、担当のお客さま先へ事業本部全体の活動報告を行っていますが、必ず営業とエン
ジニアの部長陣で訪問し、お客さまが抱えているミッションや課題などを一緒に伺うことで、当社とし
てどのように寄り添いご支援していくかを検討します。社内では営業とエンジニア間の情報連携会を
週次で実施していますが、半期に一度、事業本部全体（課長職以上全員)が一堂に集まり、1日かけ
て担当のお客さまの向こう3年の支援方針、ビジネス路線を発表する場を設けています。営業とエン
ジニアを1つのチームとして、担当のお客さまごとに複数のチームに分かれて一緒に検討します。

このように、営業、エンジニアで一貫した方向性をもってお客さまをご支援してきた背景もあり、事
業本部全体で支援してくれる企業として認めていただ
き、現在ではお客さまのビジネスの根幹ともいえる重要
なプロジェクトにも企画段階から参画させていただける
ようになりました。今後も、お客さまとの対話はもち
ろんのこと、社内でも深く連携し合いながら、お客さま
の真の課題解決に向けて全力で取り組んでいきたいと
考えています。

今後に向けて

営業とエンジニアがワンチームで真の課題解決に取り組む

ビジネスグループ 
エンタープライズ 
ビジネスユニット

データソリューション＆ 
ディベロップメント部長

宗行 公
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生成AIの導入や活用は、あくまで手段であって、目的とは異なります。「あるべき姿」と「現状」の
ギャップを適切に認識し、問題や課題を発見・解決するための1つの手段が生成AIなのです。

そのため、課題設定があいまいなまま生成AIを利用しても思うような成果は望めません。お客さま
からよくお話を伺い課題を双方で探る必要があります。最も重要なのは、お客さまの課題を解決する
ことだからです。

当社では、お客さまに効果的に生成AIを利用していただくため、2024年10月、「Data ＆ AI事
業本部」を発足しました。今まで複数の部署がそれぞれで行っていたDataあるいはAI系のソリュー
ション機能を統合した新部署で、生成AIを活用するうえでは欠かせないデータの整備にも強みを持っ
ています。Microsoftに限らずSnowflakeなども活用し、あらゆるプラットフォームでの対応が可能
です。

また、生成AIのソリューションは、Copilotはもちろん、AOAI（Azure OpenAI Service）や他
の生成AIモデルも含めて幅広く対応しています。当部署では最新の技術を駆使した迅速かつ深い提
案が可能であり、最高のソリューションを提供することで、お客さまとの信頼関係をより一層深く築い
ていきたいと考えています。これからも、お客さまの企業価値向上のため、よき伴走パートナーであ
り続けられるよう取り組んでまいります。

今後に向けて

生成AI時代に求められるJBSの取り組み

生成AIの成長速度
生成AIは驚異的なスピードで進化しています。同時に、生成AIを取り巻く環境も大きく変わり始めていま

す。生成AIが発表された当初は、インターネットにある情報しか参照できませんでした。そのため、企業活動
のうち売上につながるような活用は難しいとされていました。しかし、RAGという技術の登場によって検索
対象を拡張することが可能になりました。それによって社内情報や過去の売上データといった企業内にのみ
存在する情報を生成AIが回答できるようになり、業務の効率化につながるようになっています。このように
生成AIの発展や成長スピードは、他のITソリューションやサービスと比較して著しいものがあります。

ITサービス業界で日本初Copilotを全社導入 
社内検証を基にいち早くサービス展開
当社は、日本のITサービス業界で初めてCopilotを全社導

入し、社内検証やお客さまへの伴走支援の経験を基に、サー
ビスを展開しています。当社が提唱する定着化のための
PDCAサイクル（学ぶ→検討→活用→共有）に基づき、企業
のCopilot活用を包括的に支援しています。2024年のリ
リース以降、すでに業種を問わず多くのお客さまがプロンプト
やEラーニングサービス、コミュニティを利用し、Copilotの効
果的な活用と定着化を進めています。

最新の生成AIサービスにおける動向
AI業界において現在注目度が高いのは、「AIエージェント」です。AIエージェントとは、人工知能を活用し

て、特定のタスクを半自律的に実行するプログラムやシステムのことです。従来のプログラムであれば、タス
クの実行は人間がさらに小さなタスクに分割して順を追って命令し、プログラムに解決してもらうのが一般
的でした。一方でAIエージェントは、前述したタスクの分割のような一連の流れをAI自身が行い、自律的に
考えて実行します。例えば、プロンプトに「AさんとBさんを含めた会議をセットして」と入力するだけで、複
数のシステムとAIが連携して命令を実行します。このような一気通貫の業務を代替してくれるような仕組み
の開発を各ベンダーが進めています。

特集　成長に向けた重点領域① 生成AI すべての人が生きがいを感じる多様な働き方の実現

生成AIを導入した企業のなかには、生成AI単独では業
務効率が上がらないことに気づいた方もいると思います。
そこで、AIエージェントを推進することによって、もう一歩
踏み込んだビジネス課題の解決を図っていくべきだという
のが当社の考えです。

学ぶ

Copilot for
Microsoft 365
Eラーニング

検討

定着化
アテンダント

活用

プロンプト
アシスタント

共有

生成AI
コミュニティ支援

執行役員
Data ＆ AI 事業本部担当

中山 高史
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当社のセキュリティサービスは、「脅威の変化」「環境の変化」に追従・対応できることがコンセプト
になっています。これら脅威や環境の変化に伴って、セキュリティ技術も進化しており、さまざまなセ
キュリティ領域への対策ソリューションが開発されています。一方で、セキュリティ技術が進化したと
しても、それを取り扱うのは「人」であり、人の進化には時間がかかり、人依存という大きな課題が残
ります。当社の今後のサービスコンセプトは、人が行う「判断」「対処」
「運用」までを包含できるようにすることであり、それを念頭に置き、
サービス企画及び開発を推進していきます。脅威は身近な存在であ
り、脅威を顕在化させない取り組みにしていきたいです。

今後に向けて

人依存を超えたサービス提供で脅威を顕在化させない

お客さまの持続的なビジネス成長を支援
昨今、国内でも重大なセキュリティ事故が多数報告されています。国際情勢の不安定化もあいまって、企

業資産保護のみならず事業継続の観点からも、セキュリティに関する相談が増えています。
当社では、脅威の進化に対して常に最新の技術と知識を取り入れ、迅速かつ効果的に対応することを重

視しています。DXの進展や働き方改革の推進に伴い、業務システムのクラウド化や複雑化が進むなか、脅
威のリスクも拡大しているからです。常に変化し続ける環境に柔軟に適応し続けるためには、セキュリティ対
策を継続的に見直し、常に最適な状態を維持することが重要だと考えています。また、お客さまごとに異な
るセキュリティ要件に応じた長期的な視点に基づくセキュリティ戦略を策定し、それぞれに最適な形を提案
することで、将来性があり持続性のあるサービス提供を目指しています。さらに、インシデント発生時の初動
の迅速化に向けた「顧客カルテ」の作成や、お客さまからのフィードバックをサービスに反映するなど、カス
タマーサポートの強化を通じて、サービスの質とお客さま満足度の向上を目指しています。

マイクロソフトソリューションに強みを持つマルチベンダーとして 
一気通貫でサービス提供
企業におけるセキュリティの全体像は一層複雑化しており、監視対象も多岐にわたります。当社では、こ

れまで培ってきたマイクロソフトクラウドに対する知見と優位性を活かし、マルチベンダーとして各パートナー
と連携し、最先端の技術とノウハウを駆使したサービスを拡充しています。これにより、要件定義、設計、構
築、運用まで一気通貫してすべてのプロセスを網羅する包括的で高度なセキュリティサービスをお客さまに
提供しています。

最悪な脅威、ランサムウェアに対して
多岐にわたるセキュリティ領域のなかでも、近年はランサムウェアへの対策強化が求められています。ラン

サムウェア攻撃は、今や業種・規模を問わず幅広い範囲で被害をもたらしているからです。一方、多くの企
業ではランサムウェア攻撃を稀な出来事と捉え、最低限の対策で十分だと過信する傾向があります。加えて、
セキュリティ人材不足により、攻撃手法などの最新の動向把握や、適切な対応が行いにくい状況です。当社
では、そのようなお客さまに向け「事前の準備」、「診断による可視化」、「セキュリティ監視」の 3つのメ
ニューで、ランサムウェア対策に必要なポイントに絞った高度な対策を2024年12月より提供しています。

時代に即したIT環境の実現・維持セキュリティ

JBSのセキュリティサービスの全体像

外部脅威

ネットワーク

可視化
準備/検討

対策
検証/導入

運用
検知/対応

内
部
不
正

誤
操
作
等

の
過
失 認

証
I
D

デバイス

サーバー・アプリ

データ

関連するセキュリティ脅威 防御対象内部脅威
不
正

ア
ク
セ
ス

な
り
す
ま
し

脆
弱
性

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
等

の
マ
ル
ウ
ェ
ア

対策プロセス

インシデントの疑似体験を通じて
組織としての対応フローを明確に
し、共通認識を徹底させます。

準備
ランサムウェア事前準備支援

準備をしておけば
事故対応の精度が上がる

ランサムウェアの不審な挙動を監
視・検知し、早期かつ適切な初動
対応につなげます。

運用
ランサムウェア監視

運用で適切な検知ができれば
未然に防げる

重要システムにおける脆弱な設定
及び運用状況を適時洗い出し、攻
撃を受けにくい状態にします。

可視化
ランサムウェア診断

可視化によって
システム運用の是正につながる

特集　成長に向けた重点領域②

クラウドマネージドサービス事業本部
エグゼクティブエキスパート

清原 健二
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当社は、各業界で日本を代表する多くの大手企業のお客さまに対し、長年にわたりマイクロソフトソ
リューションの展開と運用を支援してきました。お客さまからは、ライセンス販売からシステム構築、
運用まで、幅広い領域を任せていただいており、大半がグローバルで利用されるシステムになってい
ます。そのためユーザー数が多く、ライセンスコストも膨大です。ユーザーが当たり前に使い続けられ
るようにする運用づくりはもちろん、費用対効果を最大化するために、日々お客さまとともにシステム
機能のフル活用に向けた導入及び改善検討を行っています。

昨今では、業務課題を解決するための相談が増え、マイクロソフトのAI機能を活用して新たなビジネ
スを生み出せないかといった相談も出てきています。我々にとって企画段階からお客さまと一緒の目線
で検討を重ねられることは非常に貴重な経験です。そこで培われた成果やノウハウを展開し、他のプロ
ジェクトにも活かすサイクルを繰り返すことで、自然にお客さまに利用いただけるよう努めていきたいと
思います。現在は日本のユーザーからの相談がメインですが、今後はアメリカやアジアなど、お客さまの
ビジネス発展が見込まれる海外ユーザーの声にも
耳を傾けられるよう、当社の海外拠点とも連携し、
グローバルで当社の価値を感じていただけるよう
尽力していきたいと思います。

今後に向けて

海外拠点と連携し、グローバル企業にサービスを提供

日本の人口は2004年末に1億2,800万人でピークを迎え、その後減少傾向にあり、2050年には人口
が9,500万人となる見込みです。人口減少で国内市場が縮小していくなかでもビジネス成長し続けるため
には、海外市場に進出してターゲット市場を拡大することが重要になります。当社グループが継続的にビジ
ネスを発展させていくためには、海外市場に進出し、グローバル展開している日本企業に向けて製品やサー
ビスを提供していく方針に至りました。

グローバル一括でのITサポート需要増加に応じ、 
包括的なクラウド活用支援を拡大中
当社のお客さまは、グローバルに拠点を展開している金融業、製造業の日本企業が多い特長があります。

そのなかで、お客さまから「ガバナンスの観点からも、国内あるいはグローバルで、ライセンス購入と一括の
保守運用に対応してもらいたい」という相談が増えています。現在は、業務提携先のCrayonと、当社のシン
ガポールとアメリカの拠点と連携しながら、マイクロソフト製品を中心にアセスメントから購入、構築、サポー
トまで一貫したサービスを提供しています。さらに、コストダウンの観点から、グローバルライセンスの適正
化などについても付加価値として提供できるよう準備しています。

● �ライセンスのみならずヘルプデスク等の実績が増加、売上3倍に成長
今後はライセンス提供のみならず、海外の現地法人のインテグレーションや運用支援など、幅広いサポート

を提供していく予定です。グローバルビジネスは、2022年9月期から2024年９月期までに売上が3倍に
成長しており、今後はさらに付加価値を高めてお客さまにサービスを提供していきたいと考えています。

グローバルビジネスの戦略
	� 日本に本社を持つグローバル企業へのグローバルでのライセンス、サポート提供
	� 各リージョンの地域統括会社から始め、世界各国のCIを含むローカルプロジェクトへと拡大
	� ローカルプロジェクトで各国における存在感を高め、ローカルからリージョナルへと展開

Step１
Step2
Step3

グローバル対応の目的と方針
海外事業拠点（シンガポール、アメリカ）
日系企業向けの現地ITサポート拠点

24/365ヘルプデスクや現地CIなどに対応

Crayon
世界40か国以上に展開するクラウドMSP

日系企業向けの販路拡大とサービス拡充で事業提携

アセスメント 購入＆構築 オペレーション サポート
IT資産の
分析サービス
●ライセンスコスト最適化
（コスト節約支援）
●ソフトウェアアセット
管理

グローバル調達支援サービス＆
SI構築サービス

ライセンス・グローバル
オペレーションサービス

グローバル“24×365”
ヘルプデスクサービス

●各種ソフトウェアライセンス
の海外利用分等の社内業務
処理支援

●見積・請求書・社内問い合
わせ支援

●支払通貨
（円・ドル・
ポンドほか）

●マイクロソフトに関連した24
時間365日グローバルヘル
プデスクサービス

1Phase 2Phase 3Phase 4Phase

●Microsoft EA/ESA※海外包括契約
支援

●PCなどのIT機器一括調達支援サー
ビス

●ISV各種ベンダーソフトウェア調達支援
サービス

●ネットワーク・サーバー構築
●アプリケーション開発

包括的なクラウド活用支援体制

グローバル対応

ビジネスグループ 
エンタープライズ
ビジネスユニット

事業本部長 
（左）岸 暢人

営業部長
（右）島田 佳典

特集　成長に向けた重点領域③

※ Microsoft Enterprise Agreement/Enterprise Subscription Agreement の略称
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当社グループは、Mission「優れたテクノロジーを、親しみやすく」
の実現に向けて、「社会の持続可能性」と「JBSの持続的成長」の両
立を目指して、事業を通じた社会価値と企業価値の創出に取り組ん
でいます。

豊かな地球環境や持続可能な社会を次世代へと受け継いでいくた
めに、社会の一員としての責任を果たしながら、環境や社会の課題解
決に寄与する取り組みを事業活動に取り込んでいます。

2023年9月、こうしたサステナビリティを推進する指針として「サ
ステナビリティ基本方針」を策定し、取り組むべきマテリアリティ（重
要課題）を特定しました。今後は、マテリアリティに基づく目標、計画
を策定し、実行していくことで、持続可能な社会の実現と、事業の発
展を図ります。

ガバナンスとリスク管理
当社グループでは、取締役会がサステナビリティ全般に関するリス

ク及び機会に対する監督権限を有しています。サステナビリティに関
するリスクについては、全社的なリスク管理の一環として推進状況及
び推進を阻害する要因の把握に努めているほか、毎月開催されるリス
ク管理委員会においてもリスク情報の収集と分析を行っています。ま
た、重要と判断するリスクについては、その重要性に応じて代表取締
役社長または取締役会に報告をしています。

そして今後に向けては、サステナビリティに関する取り組み状況を
グループ全体で監督し、強化することを目的とした「サステナビリティ
推進委員会」の設置を検討しています。

サステナビリティの考え方

持続的成長のために、
マテリアリティの実践と、
企業価値向上を目指します

当社では、2023年9月期に、Mission「優れたテクノロジー
を、親しみやすく」の実現に向けて、重点的に取り組むべき６つの
課題をマテリアリティとして特定しました。今期は、事業とより強
固に結びつき一体となったサステナビリティの取り組みを推進し
ていくために、各マテリアリティが事業や財務に与える影響と、そ
の顕在時期などを慎重に検討しました。今後は、各マテリアリティ
に紐づく目標、計画を策定し、実践していくことで、持続可能な社
会の実現と、事業の発展を図っていきます。

加えて、今期よりESGデータ集についても開示を開始しました。
今後も、定性、及び定量の両側面から、環境（E）、社会（S）、ガ
バナンス（G）各領域における情報開示の充実を進め、さまざまな
ステークホルダーとの建設的な対話を深めることを通じて、企業
価値を向上していきます。これにより、社会とともに持続的成長
が可能な企業を目指します。

執行役員
CSO（Chief Strategy Officer）、

コーポレート戦略本部 担当
前田 憲仁

JBSは、「優れたテクノロジーを、親しみやすく」をMissionとし、 
お客さまに寄り添い、お客さまにとって必要な技術を最適な形でお届けすることで、 
技術革新がもたらす社会・事業の持続的成長に貢献してまいります。

サステナビリティ
基本方針 S

環境に対する取り組み P36

E

G

ガバナンスに対する取り組み P38

社会に対する取り組み P27
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人材戦略の考え方
「徹底的に社員ファースト　全ては社員の幸せと成長のために」
当社が人的資本経営において大切にしていることです。これは、当社の人材戦略の核心であり、すべての

人事施策の礎となっています。
人材戦略は経営戦略に紐づいており、多岐にわたる施策を実施しています。なかでも、重要な施策である

新しい人事制度を2025年1月に導入しました。社員の声を反映したこの新制度は、社員が行動指針「挑戦
と成長」を具現化するためのものであり、社員の成長促進のみならず、働きがいやエンゲージメント向上に
も寄与すると考えています。

また、当社では社員の多様性を尊重し、社員一人ひとりの声に耳を傾け、個性や価値観を大切にしていま
す。誰もがありのままでいられる場所で、社員一人ひとりがインクルーシブ・リーダーシップを発揮すること
が、当社を強くし、豊かにしていくことにつながると考えています。

これからも一人ひとりがいきいきと働ける環境をつくり、「働きやすい」から「働きがい」のあるJBSにシ
フトし、社員の幸せと成長、当社の成長を持続的に実現していきます。

01 02
頑張っている人、成果を出している人が
必ず評価される！

社員の成長を支援する人事制度により、
新たな挑戦が生まれ、持続的な成長を創出

公正公平でわかりやすい人事制度 リスキリング・テクノロジー教育の充実

加速する社会変化に対応できる人材となり、
主体的にキャリアをデザイン！

未来を先取りしたテクノロジー教育の充実や
リスキリングの促進

03 04
さまざまなバックグラウンドを持つ仲間との
協働を通して、一人ひとりも、JBSも成長！

多様な人材のシナジーにより、
非連続的なイノベーションを生み出し、企業価値向上へ

智慧と経験のD＆Iシナジー 働きやすいから、働きがいのあるJBSに

組織のエンゲージメント向上を通し
一人ひとりがいきいきと働ける環境を創ろう！

定期的なエンゲージメント調査と結果の全社開示により、
全社一体となったエンゲージメント向上施策への取り組み

当社は、「社会の持続可能性」と「JBSの持続的成長」の両立を目指して、事業を通じた社会価値
と企業価値の創出に取り組んでいます。社会の一員としての責任を果たしながら、社内における人
材育成をはじめ社会の課題解決に寄与する取り組みを事業活動に取り込んでいます。

S-1 人材戦略の強化

S-1 人材戦略の強化

S-3 人権の尊重

S-4 DE&I

S-2 人材育成

S-5 働きやすい環境

S-6 品質向上、調達先への配慮

S-7 組織資産の保護

 web  https://www.jbs.co.jp/corp/sustainability/social

社会に対する取り組み

S
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資格取得支援による成長の推進
当社が強みを持つマイクロソフトに関する認定資格者は、2024年9月末現在で延べ4,809名、マイクロ

ソフト MVPは3名であり、国内トップクラスの資格保有者が在籍しています。マイクロソフト以外の資格に関
しても、IT最適化に必要なさまざまな資格者を有しています。

社員一人ひとりの成長を支援・推進するため、資格取得支援制度を設けています。この制度では、指定す
る資格の受験料を会社が負担するほか、資格取得時に一時金として、資格のレベルに応じた報奨⾦を⽀給
しています。

タレントマネジメントの推進
エンジニアのリスキルやアップスキルプログラム、営業職向けアップスキル研修などを通じて、社員がスキ

ルの幅を広げることで、より多面的な挑戦を可能にする土壌づくりに注力しています。
特に顧客ニーズの高いセキュリティ、上流設計、アプリケーション開発などの領域で、ケイパビリティの強

化を継続しています。セキュリティやAIなどの技術者の獲得競争が厳しい領域では、パートナー連携を積極
的に推進し、技術連携を担うブリッジエンジニアの育成につなげていきます。また、クラウド時代に合わせた
リスキル、アップスキルを進め、エンジニアのスキルポートフォリオを可視化・分析し、分析に基づいた戦略
的な育成を実施しています。上流設計やData ＆ AIの領域では、パートナー企業との積極的なアライアンス
を通じてエンジニアの確保を図り、優れた技術や仕組みを取り入れることで、お客さまへの提供価値の向上
に取り組んでいます。

人材育成の考え方
当社は IT のプロフェッショナル集団として、お客さまの期待に応えられるよう、急速な社会的変化に適応

し、先進技術の推進に努めています。さらに、企業理念である「優れたテクノロジーを、親しみやすく」の実
現に向け、お客さまや社会の課題解決に貢献できるよう、社員が主体的に学んでいます。個の力を伸ばすこ
とで、社員と当社がともに成長し続けていくことを大切にしています。

人材育成では、豊富なプロジェクトによる業務経験を通じたOJT（On the Job Training）を中心に、
当社独自の研修プログラムやEラーニングなどを行っています。加えて、マイクロソフトをはじめとした各社
のトレーニングプログラムなども有効活用しながら、継続的な育成支援を図っています。

キャリア開発においては、社員一人ひとりが自身のキャリアを主体的に考え、形成できるよう、制度運用
や教育を通し、機会の提供や環境の醸成に努めています。

自身のキャリアについて未来志向で考えるキャリア申告制度をはじめ、思い描くキャリアの実現を支援す
るキャリア開発研修やキャリアカウンセリングなどを通じ、社員がやりがいを持っていきいきと働ける職場の
実現を目指しています。

研修環境の提供
社員専用の研修施設として、最大200名が収容可能なセミナールーム「JBSトレーニングセンター」を備

えています。新入社員研修のほか、技術スキル、営業スキル、ビジネススキルなど幅広いコースを提供し、社
員のスキルアップを支援する環境を整備しています。受講者向けの研修用PCやハンズオン用の機器を備え、
実際に手を動かして習熟するプログラムにも対応しています。本社から数分ほどの場所に位置しているた
め、業務の合間でも利用しやすい点が特長です。また、研修はJBSト
レーニングセンター及びオンラインによる開催を併用することで、地
域事業所の勤務者も参加できる環境を整えています。

S-2 人材育成

キャリア開発の支援
キャリアカウンセリングルーム「トーク・ルーム」を設置し、専門のカウンセラーによる個別相談を通して、

社員一人ひとりの自律的なキャリア開発を支援しています。キャリアコンサルタントの国家資格を有したカ
ウンセラーが、将来のキャリアに限らず、育児や介護との両立、職場でのコミュニケーションなど、さまざま
な相談を受け付けています。また、社員のキャリアビジョン実現に向けて、キャリア申告制度を導入していま
す。制度では、社員自身のキャリアビジョンを受け、それらの実現に向けた支援・助言・フィードバックを上
司が行います。社員に寄り添った対話の機会を増やし、社内制度の充実を図ることで、一人ひとりが希望す
るキャリアを実現できるようサポートしています。

加えて、一人ひとりが意欲的にキャリア開発を考えられるように、キャリアデザインワークショップを導入し
ています。研修プログラムを通じて、今後の環境変化にも備えた、幅広いキャリアの実現につなげています。

Phase 1

自身のキャリアを振り返り
整理する

Phase 2

キャリアを
主体的に考えてみる

Phase 3

思い描いたキャリアを
実現させていく
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次世代リーダー、経営層の育成
主体的にリーダーシップを発揮し、人材や組織のマネジメントを行うことで、持続的な成長の創出を目指

した選抜型育成プログラムを導入しています。実践型の研修を通じて、リーダーシップ及びマネジメント力を
強化しながら、経営候補人材を育成しています。

オンボーディングの取り組み
入社した社員がいち早く環境に慣れて力を発揮できるよう、オンボーディングに力を入れています。既存社

員がフォローするアドバイザー制度／ブラザー・シスター制度を導入しているほか、会社理解の促進と同期の
つながりを深めるために、キャリア入社者向けフォローアップ研修や懇親会を四半期ごとに実施しています。

● ブラザー・シスター制度
新卒新入社員の一人ひとりに指導役（OJT担当）がつき、約1年間業務内容を現場で丁寧に指導する仕

組みです。新入社員の業務遂行力、社会人基礎力向上を担当の先輩社員（ブラザー・シスター）が支援して
います。

● アドバイザー制度
キャリア採用の入社者を対象とし、部門の社員をアドバイザーとして半年間アサインしています。アドバイ

ザーは、社内の人間関係構築や業務のキャッチアップをサポートします。キャリア採用の社員が、1日も早く
新しい環境に慣れ、これまでの経験を活かして活躍できるよう支援しています。

理念体系浸透プログラムの実施
社員一人ひとりがJBSブランドの体現者となるための活動である「MVV浸透プログラム」を全社で継続

的に実施しています。MVV（理念体系）の理解を深め、JBSの未来を考えるためのEラーニングやワーク
ショップを行っています。

アワードプログラム
全社を対象に、当社の成長や新しい価値につながるプロジェクト及び活

動において、活躍したチームや社員を表彰するアワードプログラム
「Excellent Performance Award」を実施しています。本プログラム
は半期ごとに開催し、全社ミーティングで発表、表彰を行っています。

人権の考え方
当社グループは、事業活動のあらゆる局面において「人」が最も重要な財産だと認識し、以前から事業活

動における基本的人権の尊重を徹底してきました。そのなかにあって、事業活動における基本的人権の尊
重をあらためて明確に表明すべく、遵守すべき人権基本方針を制定しています。

当社グループは、グローバル社会の一員として、事業活動を行うにあたり、お客さま、従業員、パートナー
企業を含め当社グループに関与するすべての方々の人権を尊重し、デジタルトランスフォーメーション
（DX）などのビジネスを通じて、社会におけるあらゆる人のディーセントワーク（働きがいのある人間らしい
仕事）を実現していきます。

JBS 人権基本方針
https://www.jbs.co.jp/corp/sustainability/humanrights

相談窓口の設置
育休相談、障がい者雇用相談、保健師・産業医への相談、ハラスメント相談、DE＆I相談、キャリア相談な

どの社内窓口、外部健康相談窓口を設置して、社員からの相談に迅速かつ適切に対応できるよう努めてい
ます。人権に関する相談を受け付けるホットライン（社内・社外）も設置しています。

ハラスメント教育の徹底
当社では、ハラスメントを起こさない職場風土、働きやすい環境をつくることを目指しており、当期は当社

グループ全社員を対象としたハラスメント研修を実施しました。
また、トップメッセージの発信、ハラスメント相談窓口の刷新、ポータルサイトの開設などを行い、社員が

わかりやすく、相談しやすい環境を整え、真摯に対応することに注力しています。

S-3 人権の尊重
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キャリアの模索と戦略推進へのチャレンジ
私は、新卒採用で当社に入社し、エンジニアとしてキャリアをスタートしました。出産による休業を

経た後、仕事と育児を両立しながら経験を積み、現在は、お客さまの業務支援と当社事業部内の戦
略推進を担当しています。この職務は当社内で前例が少なく、キャリアについて悩むこともありまし
た。上司や同僚に相談しながら試行錯誤を重ねましたが、納得のいく答えを見出せない状況が続いて
いました。そこで、当社の人事制度の1つであるキャリア相談を利用し、キャリアの棚卸や今後の選択
肢案の壁打ちを行いました。それにより、自分が大切にしたい価値観や方向
性が明確になりました。さらに、社内の相談先を紹介してもらい、今では納
得感のある中長期的な展望を持つことができました。今後は戦略推進の業
務を通して、戦略人材の育成や戦略実行を可能とする組
織的な仕組みづくりに貢献することを目指して、前向きに
業務に取り組んでいきます。また、同じようにキャリアに
悩む社員の支援にも取り組んでいきたいです。

今後に向けて

金融事業本部　
シニアスペシャリスト

佐生 千尋 

信頼されるクラウドプロフェッショナル人材の育成

社員一人ひとりの成長を通じて、事業成長を目指す
IT基盤の強化からDX実現まで、お客さまから寄せられている期待はさまざまです。当社は、クラウドの

プロフェッショナルとしてお客さまの期待に応えるため、急速な社会的変化や先進技術に適応し、知識と技
術を日々磨いていく必要があると考えています。さらに、お客さまや社会の課題解決を支援するためには、
思考力や課題設定力など、ビジネスパーソンとして要求されるスキルの向上も必須です。これら両輪を強化
し、社員一人ひとりの成長を通じて、事業成長し続けられる文化の醸成を目指しています。

職種別・技術領域別にスキルポートフォリオを可視化、戦略的に育成
当社は、社員の成長とキャリア開発に向けて多様な研修プログラムを提供しています。実際のプロジェク

トで業務経験を積むOJT（On the Job Training）を中心に、独自の研修プログラムのみならず、マイクロ
ソフトのトレーニングプログラムや外部のEラーニングなども活用しています。

新入社員から管理職まで各キャリアステージに応じて研修を体系立てており、職種別、技術領域別（エン
ジニア向け）に、スキルポートフォリオを可視化・分析し、戦略的な育成に取り組んでいます。特に、Data 
＆ AI、セキュリティ、アプリケーション開発などの需要の高い分野の能力を強化し、市場変化に対応したリス
キルやスキル向上を推進しています。

JBSの研修体系

やりがいと人材価値最大化を両立させるキャリア開発
当社の行動指針の1つである「挑戦と成長」を実現するためには、経営戦略に紐づいた人材戦略と社員の

成長意欲の連動が重要です。社員一人ひとりが自身のキャリアを主体的に考え、能力を発揮し、キャリア形
成できる環境の醸成に努めています。その取り組み例として、国家資格を持つキャリアコンサルタントがカ
ウンセリングを通じ、社員のキャリア形成や働き方改善を支援する「トーク・ルーム」を設置しています。
2023年9月期に開設以降、利用者数が増加し続け、多くの社員が自身のキャリアをより明確にし、成長を
続けるための具体的なステップを踏むことができるようになっています。

事業戦略の実現をリードする人材の確保
不足しているプロジェクトマネジメントができる高度なエンジニア人材の育成のために、実践でも活用でき

る研修を実施しています。また、稼ぐ力の向上を意図した営業職対象のアセスメントを行い、セールスイネー
ブルメントをフレームワークとして導入しながら教育の体系化、仕組み化にも注力しています。さらに、スキ
ルアセスメントを通じて営業チームが抱える課題を特定したうえで、それに基づいた効果的な営業活動を可
能にするための研修プログラムを構築し、営業力の向上を図っています。

特集 人材育成

階層

マインド・コミュニケーション
キャリア

思考

ビジネス

新入社員研修＆フォローアップ研修

プロジェクト
マネジメント

IT基礎

ITインフラ
ネットワーク
セキュリティ
Data & AI
アプリケーション開発
セールス

共通 課題別・自己啓発 職種別専門スキル

部長

課長

主任

中堅

若手

新入社員

本部長

新入社員研修
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えるぼし認定

DE&Iの考え方
「Diversity（ダイバーシティ、多様性）」
「Equity（エクイティ、公平性）」
「Inclusion（インクルージョン、包括性）」

Diversity & Inclusion「一人ひとりの個性を大切に」を行動指針の1つとして掲げ、2024年にDE＆I
ポリシーを策定しました。「自分らしく、ありのままでいられる」環境をつくることで、誰もが活躍でき、持続
的な成長とイノベーションを生み出しつづける企業を目指しています。多様な人材が公平に活躍でき、最大
限にパフォーマンスを発揮できる制度を構築することで、組織と人材の力を
最大限に活かす企業風土を醸成し、価値創出につなげていきます。

また、DE＆I推進施策に注力して取り組んできた結果として、2024年に
「D&I AWARD」でアドバンス認定を取得することができました。

多様性確保に向けた取り組み
人材の多様性確保は、企業価値向上に向けた経営戦略の重要な課題です。多様な人材が自分らしく活躍

できる環境整備を推進するために、以下のような取り組みを実施しています。
・アンコンシャスバイアス研修
・組織長に対する多様性推進教育
・DE&I相談窓口設置
・男性育休取得促進、取得事例の社内公開
・パパママ交流会、育休復職者交流会開催
・病児保育の法人契約プラン利用
・介護ガイドブック公開、介護セミナー開催
・積立有給休暇制度（育児、介護、不妊治療、孫の育児等）
・ミドルシニア向けライフプランセミナー、キャリア研修
・農園型障がい者雇用
・障がい者雇用相談窓口設置
・障がいを持つ社員の交流会開催
・パートナーシップ規程の策定

S-4 DE＆I 女性活躍の推進
女性社員がキャリアを考える際の参考になるように、働き方やワークライフバランスに関して、当社で活躍

している女性の管理職やエンジニアにインタビューを実施し、情報を公開しています。また、ワーキングマ
ザー、女性管理職、男性育休経験者などから幅広く要望を吸い上げる機会を設け、仕事と家庭の両立を支
援するための制度見直し検討を継続的に実施しています。当社は、女性活躍支援における取り組み成果とし
て、女性活躍推進法に基づく「えるぼし」の最高位（3つ星）の認定を受けています。

また、課長級の女性の割合を2026年3月までに20%以上とすることを目標に定めていましたが、
2024年9月期に20.2%を達成しました。現状を踏まえ新たな目標を設定し、管理職における女性社員比
率のさらなる向上を目指します。

障がい者雇用の促進
2022年11月より、JSHが提供する農園型の障がい者支援サービス「コルディアーレ農園」の当社利用

区画での社員雇用を開始しました。当社社員が福岡県の「コルディアーレ北九州農園」に勤務し、野菜の栽
培、収穫などを中心とした農作業を行っています。本支援サービスへ
の参画以降、順調に雇用受入が進み、収穫した新鮮な野菜が定期的に
本社に届き、当社の社員食堂でも提供しています。

今後、当社の九州事業所との交流など、全社一体となって農園型雇
用を推進します。また北九州で登用を行うことで、地方での雇用創出
にもつなげたいと考えています。

課長級の女性割合の推移（単体）
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●● 課長級の女性割合
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※ �「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第
64号）及び「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の
福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規定による公表義務の対
象ではないため連結子会社の記載を省略しています。
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アルムナイ・ネットワークの構築
当社を退職した元社員（アルムナイ）との継続的な関係を維持するオンライン・コミュニティ「JBS アルム

ナイ・ネットワーク」を導入しています。社員と退職者、退職者同士のつながりを大切にすることで、さらな
る人的資本経営の強化を目指します。また、社員食堂「Lucy’s」では定期的に交流会を開催しています。社
員とのリアルなコミュニケーションを通して、当社の最大の魅力である「人」をつなぎ、アットホームな風土を
肌で感じてもらうことで、再入社へのモチベーションを高める機会を提供しています。

ワークライフバランスの推進
社員の仕事と家庭の両立を支援し、誰もが働きがいを感じられる職場環境をつくるために、「次世代育成

支援対策推進法」に基づく行動計画を実施しています。育児目的に使用可能なストック休暇制度、男性育休
推進活動、男性育休ガイドブックの作成、ガイドブックに沿ったFAQの公開、説明動画の作成・公開、育児
休業取得に関する相談窓口設置などに取り組んでいます。

男性の育児休業取得も積極的に推進しており、当期は43.1%※の男性社員が育児休業を取得していま
す。こうした取り組みの結果、2023年12月には「くるみん」の認定を受けています。

※ 「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成3年法律第76号）の規定に基づき、「育児休業、介
護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平成3年労働省令第25号）第71条の4第１号に定める方法に
より算出。

※ 配偶者の産後１年以内に育児休業または育児を目的とした特別休暇を取得した男性従業員の割合は93.5％

男性育児休業取得率（単体）
●● 男性育児休業取得率
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リーダー
本多 葵
HR戦略本部 人事部
人事課 担当課長

須佐 幸司
HR戦略本部 人材開発部
組織開発課長

横山 隼人
HR戦略本部 人材開発部
組織開発課 担当課長

森下 忍
HR戦略本部長

DE&I推進チーム

「自分らしく、ありのまま」で活躍できる職場環境を構築する
当社のDE&I推進の取り組みは、社員一人ひとりが「自分らしく、ありのまま」で活躍できる職場環境

の構築に重点を置いています。その実現には、社員の声を尊重し、社員の意見を積極的に取り入れるプ
ロセスが不可欠であると考えています。

具体的には、面談やアンケートへのフィードバックや、人事労務、人材開発、採用などを担当する推進
チームメンバーが業務上のコミュニケーションから得た情報も、取り組みに反映させています。社員食堂
などでのカジュアルな会話を通じてDE&Iへの関心を示されることは、当社の風通しの良い文化が
DE&I推進に寄与していることを実感させるもので、嬉しく感じています。

さらに、社員からは「一緒に活動したい」や「もっと参加したい」などの要望も寄せられており、今後は
社員が主体的に参加できる活動を増やす準備を進めています。

私たちとともに活動する社員が増え、DE&Iの価値を体現することにより、情報や意識が相互に伝播
し、全社的な浸透を促進する一助となると考えています。全社的なDE&Iの定着を目指し、引き続き推
進してまいります。

今後に向けて

（写真左から）
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● 育児や介護と仕事が両立できる
各種休業・休暇制度や社外サービスの導入により、社員が仕事と家庭を両

立できるよう支援しています。男性の育児休業取得も継続推進し、今期の取
得率は法定育児休業43.1%（平均93日間）、育児目的の特別休暇等も含め
ると93.5％となりました。また介護については、法定の休業、休暇制度に加
え、専門相談窓口の設置やセミナーなどでの情報提供も実施しています。

● 男性だから、女性だから、という決めつけをしない
社員の女性比率は約30％ですが、新卒採用では、ほぼ50％まで増加しま

した。しかし、今期の女性管理職比率は15.5％にとどまっており、課題として
認識しています。2026年３月までに課長級の女性割合20％を目標としてい
ましたが、今期20.2%を達成したため、新たな目標を設定し女性管理職比率
のさらなる向上を目指します。

● 障がいのある社員も自分らしく活躍できる
専用相談窓口の設置、Eラーニングによる全社員の理解向上、健康状態や職

場状況確認のための定期面談、配属部門向けの特性理解のための研修などを
実施しています。また、2022年から九州で農園型の障がい者雇用を開始し、
地域での雇用も創出していきます。

● 国籍が違う社員の文化が尊重されている
大韓民国、中国、ミャンマー、アメリカ合衆国、ウクライナ、バングラデシュ、

メキシコといった各国の出身者が在籍しています（2024年4月現在、在籍数
が多い順）。また、海外留学生採用イベントに出展し、IT に興味のある外国籍
の学生の採用も進めています。

● 若手社員もシニア社員もいきいきと働ける
自律的なキャリア形成を目的とした支援として、カウンセリングや環境整備

を行っています。豊富な経験を有するシニア社員がさらなる活躍ができるよ
う、ミドルシニアを対象としたキャリア研修も実施しています。

● パートナーシップ制度が異性結婚と同様に扱われている
すべてのセクシュアリティを尊重するため、当社では「LGBTQs」と表現して

います。社員が自治体のパートナーシップ制度に登録している場合、社内で同
性パートナーを配偶者と同等に扱う規程があります。また、啓蒙活動も行って
います。

JBSのDE&Iポリシー
当社では、Diversity & Inclusion「一人ひとりの個性を大切に」を行動指針の1つとして掲げ、ビジネ

スパートナー、社員・家族など、関わるすべての人々の個性を尊重し、持続的な成長とイノベーションを生み
出しつづけられる企業になることを目指しています。また、Diversity（多様性）、Equity（公平性）、
Inclusion（包括性）の観点から、DE&Iポリシーを策定しています。
JBS　DE&Iポリシー　　https://www.jbs.co.jp/corp/hrstrategy/dei

これまでの取り組みと進捗

3か年計画の実施

すべての社員が個性を最大限に活かせる企業文化の醸成特集 DE&I

一人ひとりの
違いを理解し
尊重する

● 社員向け「2,500ブンノイチ」
連載

● ハラスメント研修

● アンコンシャスバイアス
研修

● DE&I管理職教育
● 障がい者雇用研修

● LGBTQs理解の啓蒙

誰もが活躍できる
機会と環境を提供
する

● 農園型障がい者雇用
● 休暇の新設・拡大

● 男女賃金格差の原因
分析

● ミドルシニア研修
● パートナーシップ規程

● 育児両立支援の総合
的な見直し

● 女性研修
● 定年制度の見直し

一人ひとりの
存在意義が 
共創を生み出す

● エンゲージメントサーベイ
● 全社員面談
● 育休復帰者・パパママ交流会

● DE&I相談窓口
● ライン長向け 1 on 1 

研修

● 社員間コミュニケー
ション

● 全社横断での活動

2023/9期 2025/9期2024/9期
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社内環境整備の考え方
働きやすい環境を提供し、社員のエンゲージメントを高めることで、お客さまに対してより良いサービスを

提供できるものと考え、社内環境整備の向上に力を入れています。
このような考え方のもと、各社員のワークスタイルに合わせた多様かつ柔軟な労働環境をはじめ、社員一

人ひとりに最先端のIT環境を提供しています。加えて、1人暮らしをする社員には利便性の高い都心部に社
宅を用意するなど、最大限に力を発揮できる環境を整えています。

● エンゲージメント向上への取り組み
エンゲージメント調査の結果を活かした組織づくりを実施しています。四半期ごとのエンゲージメント調査

で全組織の状態を可視化し、その結果をもってマネジメント層でのディスカッションや各組織での振り返りを
行っています。定期的な調査と課題解決アクションを継続し、社員一人ひとりのやりがいを醸成し、働きが
いのある環境整備を推進します。

エンゲージメントの向上に向けて、多様な労働環境の提供、オンボーディング施策の拡充、及びキャリアカ
ウンセリングルームの新設など、さまざまな施策を行ってきました。その結果、当期のエンゲージメントスコ
アは7１となり※、2年連続で上昇しました。今後も、社員が最大限に力を発揮でき、働きがいを感じられる
環境の整備・強化に向けて継続的に尽力します。

※ �調査にはアトラエ提供のエンゲージメント測定ツール「Wevox」を利用し、
当社の全社員（正社員・契約社員）を対象に実施しています。

S-5 働きやすい環境

エンゲージメントスコアは、下記の指標でランク付けしています。

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

エンゲージメントスコアのランク

F E- E E+ D- D D+ C- C C+ B- B B+ A

働きやすさの追求と生産性向上の実現
オフィス内はフリーアドレス、またフルクラウドにより

インターネットさえあればどこでも業務が行える、多様で
柔軟な働き方を実現する環境を整えました。さらに全社
員に持ち運びしやすいPCとiPhoneに加え、マイクロソフ
トの生成AIサービス「Copilot」を提供しています。最新
のシステム環境を整えることで、社員の働きやすさの追求
と生産性の向上を実現しています。

正社員平均月間時間外労働時間（単体）

2022/92021/9 2023/9 2024/9

■■ 平均月間時間外労働時間

15.00

10.00

5.00

0

（時間）

10.29 8.82 7.588.48

イノベーションの創出
当社の本社屋は、“最新のクラウドソリューション×人のつながり”によってイノベーションが生まれる場＝

“Cloud Park”をコンセプトにしています。大人数を収容できるセミナールームをはじめ、最先端のクラウド
ソリューション体験ができるLEDパネルエリアや社員食堂Lucy’sに人々が実際に集い、行き交うことで、コ
ミュニケーション・コラボレーションが生まれる場となっています。

コミュニケーションの活性化
対面で生まれる交流には何にも代えがたい価値があると考えています。Lucy’sは、社員同士やお客さま

とのコミュニケーション活性化を目的とした、従来の社員食堂のイメージを一新した洗練されたレストランで
す。「食」を通じた社内外とのつながりを創出するコミュニケーションプレイスとして、カフェ、ランチ、ディ
ナーと終日利用することができます。

健康経営の推進
企業や社会が持続的に発展するためには、先進技術の適切な利用と、それを支える社員の心身における

健康が重要です。当社では、社員が心身ともに健康で充実した生活を送れる環境や健康推進施策を通し、
健康経営に注力しています。ワークプレイスの充実だけでなく、医療従事者によるサポートやケア、食生活、
住環境など一貫した福利厚生の充実により、社員の健康促進をトータルサポートし、健康や働くことを通し
て社員が幸せを実感できる環境づくりに努めています。その一環として、社員食堂「Lucy’s」を設け、社員
に新鮮で栄養バランスのとれた食事を提供し、健康的なライフスタイルをサポートしています。

また、快適な住環境が社員の生活の質を向上させ、生産性の高い仕事やお客さまへの高品質なサービス
につながると考えており、社員が通勤しやすい立地や環境が優れた安全な社宅を用意しています。

さらに社員の健康課題の解決に有用な健康管理システム「Carely」を導入しています。産業医や保健師の
常駐をはじめ、年１回の健康診断、ストレスチェック、メンタルヘルス研修（ラインケア研修）などを実施して、各
社員の健康情報を一元的に管理するとともに、社員の健康増進に有益な施策などを行っています。
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品質に対する考え方
お客さまにとって「最良のシステム・最善のサービス」を提供するベストパートナーとして、常に戦略的で
実践的な情報システムをお客さまに提供し続けるために、高い技術力、豊富な実績に基づいて高レベルのIT
サービスを実現することを心がけると同時に、あらゆる面から品質向上に取り組み続けます。

JBS 品質方針
https://www.jbs.co.jp/corp/sustainability/policy　

当社グループでは、お客さまに提供する IT ソリューションサービスにおいて、安全で確実な情報管理を
実現するため、以下のマネジメントシステムを導入し運用しています。

品質向上に向けた取り組み
当社では、ESG視点での当社とサプライヤー※との双方向評価アンケートを毎年実施し、その結果を双方
向にフィードバックすることで品質向上に努めています。

※ ハードウェア、ソフトウェアの仕入先にあたる流通会社（ディストリビューター）を対象に実施。業務委託先は対象外。

S-6 品質向上、調達先への配慮

ISO/IEC 27001:2022 / JIS Q 27001:2023取得
認定制度取得
プライバシーマーク（JIS Q 15001）取得

情報セキュリティへの取り組み
日々変わりつつある情報セキュリティ脅威への理解促進のために、定期的な情報セキュリティ教育を社員

に実施しつつ、社内ITインフラのセキュリティ強化に継続的に取り組んでいます。
また、ゼロトラストセキュリティの実現に向け、マイクロソフトをはじめとした主要パートナーのクラウドサー
ビスを活用した多層防御を実現したITインフラを構築・運用しています。
加えて、多層防御にとどまらず、通信機器やクラウドサービスのログデータを用いた分析を行い、単一的

なセキュリティインシデントの発見及び対応を行いつつ、単一的な視点では発見が難しいサイバー攻撃やマ
ルウェアへの対応を行っています。

お客さま向けの取り組みは、  P24 セキュリティ

S-7 組織資産の保護

社内でのセキュリティの取り組みイメージ

クラウド
サービス

ブロック

認証連携

標的型メール

未知の
マルウェア

JBS
本社

社内サーバー

Microsoft
Defender for Endpoint

Microsoft Defender
for Cloud Apps

Zscaler 
Internet Access
Digital Experience

Microsoft
Defender for Identity

アクセス

同期不正
アクセス

検知

情報窃取

アプリ

デバイス ID

Microsoft
Entra ID Protection

社内PC
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E-1 気候変動への取り組み

E-2 生物多様性への取り組み

環境に対する取り組み

気候変動に対する考え方
当社グループは、マテリアリティの1つに「パートナーとの協創によるカーボンネガティブへの貢献」を掲げ

ており、環境保全への対応を重要かつ優先的に取り組む課題として位置付けています。世界を代表するテッ
クカンパニーの環境に対する取り組みと連携し、クラウド利活用の促進による顧客のCO2削減を通じて、持
続可能な社会の実現に貢献していきます。

また、当社グループによる気候変動への影響を把握するため、温室効果ガス排出量の算定を進めていま
す。なお、当社は工場などの生産設備を持たないため、事業活動による環境負荷は小さいと考えています。

今後、さらに情報開示の充実を進め、さまざまなステークホルダーとの建設的な対話を通じて、企業価値
の向上を目指していきます。

マイクロソフトとの取り組み
当社では、企業のオンプレミスからクラウドへの事業転換を加速させることで、顧客企業のエネルギー消

費量の削減に貢献しています。
Microsoft AzureやMicrosoft 365を提供するマイクロソフトは、すでにカーボンニュートラルを実現

し、2030年までにCO2吸収量がCO2排出量を上回る計画を発表しています。当社は、Advanced 
Specializationなどの認証や数多くの受賞歴を持つサプライヤーとして、強固なパートナーシップのもと、
マイクロソフトが行っている環境への取り組みにも貢献していきます。

ハードウェアメーカーとの取り組み
ハードウェアメーカー、データセンター事業者、クラウドサービス事業者のグローバルを代表するパート

ナー各社は、環境に配慮した製品やソリューションの提供を通じて、温室効果ガスの削減、エネルギー効率
の改善、再生可能エネルギーの利用、廃棄物削減などの取り組みを行っています。

当社は、これらパートナー企業の環境に対する取り組みを支持し、連携することによって、ITシステムにお
けるハードウェア製品の導入を通じて、顧客企業の温室効果ガスの削減やエネルギー消費量の削減に貢献し
ています。

当社グループは、グローバルな広がりを持つ環境問題が将来世代にまで及ぶ長期的な問題である
という認識に立ち、限りある資源を有効利用し、自然との触れ合いを大切にし、社員やその家族、地
域社会、お客さまとともに、身近なところから環境保全に取り組みます。

環境方針
当社グループは、国内外でさまざまな事業活動を行うにあたり、基本方針に従い、環境の基本理

念の実現に努めます。

JBS 環境方針
https://www.jbs.co.jp/corp/sustainability/policy

E-1 気候変動への取り組み

 web  https://www.jbs.co.jp/corp/sustainability/environment

E
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社内での取り組み
● 環境に配慮したデバイスの調達

当社内で使用するPCなどのデバイスの調達は、カーボン・オフセットをはじめとする環境施策で協働でき
るメーカーとの取引を優先しています。そして、調達したPCメーカーを通じて、2024年9月期に470トン、
2025年9月期には、およそ295トンの温室効果ガスの削減活動に投資しています。

サーバーレスの観点からは、当社内でもクラウドサービスの利用拡大により、自社サーバーをサーバーレ
スにシフトすることで、ゼロエミッションを進めるマイクロソフトのエネルギー排出削減効果を享受しています。

● 温室効果ガス（GHG）排出量の管理
当社グループによる気候変動への影響を把握するため、温室効果ガス排出量の算定を進めています。今

後に向けては、脱炭素化を進めていくことを視野に削減計画の策定を検討しています。

● 環境に配慮したオフィスビル
各拠点の事業所は環境に配慮した最新ビルに入居しています。特に本社が入居する虎ノ門ヒルズは、大

規模な自然発電を可能にするなど最先端のオフィスビル機能を有しています。

生物多様性に対する考え方
当社グループでは、国内外でさまざまな事業活動を行うにあたり、生物多様性の保護を含む環境保全に

ついて環境方針に盛り込み、取り組んでいます。社員とその家族、ビジネスパートナーが環境保全に十分配
慮することを基本姿勢とし、国内外の環境関連法規を遵守し、資源とエネルギーの有効利用に努めていま
す。また、廃棄物の発生抑制、再利用、リサイクルを推進し、循環型社会の構築に向けて努力しています。

ペーパーレス（電子化）推進
リモートワーク体制の構築などに伴って、ペーパーレス化を推進しています。各種申請や会議資料、取引

先との契約書など、Microsoft 365をはじめとするクラウド環境をフルに活用し、紙資源の利用を最小化
しています。2023年9月期より、電子帳簿保存法への対応と併せて、取引先からの請求書や稼働報告書な
どは、クラウドサービス（SanSanのBill One）を通じて受領する取り組みを導入しました。また、受注及び
発注に関する証憑類（顧客の注文書、仕入の見積書、納品書など）は基幹システム（SAP）に電子データと
して添付する仕組みと運用に変更しました。これらの取り組みにより、従業員1人当たりの年間紙使用量は
200枚程度に抑えられており、今後も引き続きペーパーレス化の推進に努めてまいります。

E-2 生物多様性への取り組み

紙使用量推移

GHG排出量 Scope1+2
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ガバナンスに対する取り組み

内部統制システムについて
当社は、内部統制システム構築基本方針を策定し、業務を適正かつ効率的に執行するために、社内諸規

程により職務権限及び業務分掌を明確に定め、適切な内部統制が機能する体制を整備しています。

内部監査体制
当社は、当社及び子会社のコンプライアンス体制の有効性を監査するため代表取締役社長直轄の内部監

査室を設置しています。
内部監査室は、「内部監査規則」を定め、その定めに従い内部監査を行います。また、内部監査室は、

必要に応じ、監査役及び会計監査人との間で協力関係を構築し、効率的な内部監査を実施するように努
めます。

各主管部及び受査部署は、内部監査室から是正又は改善指摘がなされた場合及び必要があると認めた
場合には、速やかにその対策を講じます。

また、代表取締役社長、監査役及び内部監査室は、定期的に意見交換を行います。
当社の内部監査室は、8名の室員から構成され、内部監査規則に基づき、当社グループの業務活動全般

に対して、経営方針、社内規則及びコンプライアンスの遵守状況等、業務活動が適正に行われているかにつ
いて監査を実施しています。

内部監査室は、リスク管理委員会、情報セキュリティ委員会及びコンプライアンス委員会等の活動に関与
することで、当社のリスク情報を反映した監査計画を策定し、また、代表取締役社長、取締役会及び監査役
会に監査結果を報告することにより、内部監査の実効性を確保しています。

当社は、株主やその他のステークホルダーと良好な関係を築き、社会のニーズに合った事業活動
を行うことで長期的な成長の実現を目指しています。継続的な企業価値の向上にはコーポレート・
ガバナンスが有効に機能することが不可欠であると考えており、コーポレート・ガバナンスの強化及
び充実に注力しています。

G-1 内部統制

G-1 内部統制

G-2 リスク管理

G-3 コーポレート・ガバナンス

 web   https://www.jbs.co.jp/corp/sustainability/governance

G
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内部通報窓口の設置
当社は、コンプライアンスの徹底を図るため、当社グループの役員・従業員、退職者やそのご家族等から

の通報・相談を受け付ける内部通報制度として「JBSホットライン」を整備しています。受付には社内窓口の
ほか、監査役窓口や顧問弁護士ではない独立した弁護士による社外窓口を設置して経営陣からの独立性を
確保しています。対象も法令違反や社内規則類違反だけではなくハラスメント等職場環境を害する行為も
含めて広範に受け付けています。この制度による2024年度の通報実績は19件でした。

リスク管理体制
当社は、企業活動の障害を未然に防止するとともに、リスクが顕在化した危機発生時においては、危機管

理により事態の影響を極小化することとし、この全体をもって、当社グループの企業価値を持続的に向上さ
せることを目的として「リスク管理規則」を制定しています。

また、代表取締役社長が任命したリスク管理担当役員を責任者として、「リスク管理委員会」を毎月開催
し、リスクの把握、対応策の検討、対応策の実行及びそのモニタリングに努めています。

なお、不測の事態が生じた場合には、代表取締役社長指揮下の対策本部を設置し、損失の最小化を図る
ため、適切な方法を検討し、迅速な対応を行います。

BCP対応
当社では、災害などの脅威により事業活動の中断を余儀なくされても、お客さまの事業やその他のステー

クホルダーへの影響を極小化することによって、社会的責任を果たすため事業継続計画（BCP）を整備し、
全従業員の安全確保とお客さまへのサービス提供を含む当社の事業を継続できる体制を構築しています。

また定期的に「安否確認」や「緊急対策本部設置」等の訓練を実施し、事業継続計画の実効性を検証して
います。

コンプライアンス行動指針
当社グループは、全役職員が遵守すべき行動規範として「コンプライアンス行動指針」を制定し、コンプラ

イアンス推進体制を構築することで、全役職員の法令、社会規範及び社内規則類の遵守並びに企業人とし
ての倫理的な活動の確保に努めています。当社グループ各社で「企業理念」「コンプライアンス行動指針」の
趣旨の共有を図り、徹底することにより、グループとしての企業価値の向上を確保しています。

JBS-CIRTの取り組み
当社では、情報システム部から独立したCIRT（Cyber Incident Response Team）を設置し、リアル

タイムの脅威監視とログ分析を行うSOC（Security Operation Center）と連携して、情報セキュリティ
インシデントが発生した場合に適切な対応を実施できるよう備えています。

また、平時にはインシデントの発生を予防するため、日本シーサート協議会（一般社団法人 日本コンピュー
タセキュリティインシデント対応チーム協議会）の会員となって情報収集を行い、自社の情報セキュリティリス
ク評価、対策の実施、対応マニュアルの作成を行っています。

G-2 リスク管理

内部通報制度
運用規則

26条2項各号に
定める通報

必要に応じ連携

必要に応じ連携

連絡連絡

社内の各部門
法務・コンプライアンス部
人事部（ハラスメント窓口）
その他部門

必要に応じ連携

●組織的又は
個人的な
法令違反

●各種内部規程
違反

●そのおそれの
ある行為

利用者

匿名での相談希
望に応じて窓口
が選択できます

監査役窓口
窓口担当者：常勤監査役

●事案の一次判断
●具体的対応
●匿名情報の管理
●通報者への結果報告
●委員会への報告
●記録、再発防止策の策定

社外内部通報窓口
JBSホットライン
社外弁護士に
通報できます 社内窓口

JBSホットライン
事務局

ホットライン
対応チーム
事案ごとに組成

コンプライアンス委員会

懲戒委員会
リスク管理委員会など
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リスク一覧
No 分野 種類 リスク概要 主な対策
1 財務経理・

業務リスク
不正・不適切な会計処理 会社存続に影響を及ぼすような不正・不適切な会計処理が想定される場合等 内部統制評価（J-SOX）
資金調達の不備 キャッシュフローの不足が想定される、または顕在化した場合等 コミットメント枠及びシンジケートローン枠の確保
事務手続における不正 会社存続に影響を及ぼすような事務手続きの不正・不適切な処理が認知又は想定される場合等 社員教育の徹底、内部監査の実施

2 営業リスク 顧客満足の著しい低下 継続的かつ重要な取引先から取引停止が想定される場合等 お客さまとの継続的な会話、リスク管理委員会の設置
製品・サービスの瑕疵発生 保守義務のある製品について重大な瑕疵の傾向が見られる場合等 メーカー等製品提供者との連携強化、リスク管理委員会の設置
債権の回収不能又は遅延 債権の回収不能又は長期遅延が想定される場合等 与信管理、債権管理

3 サービス提供
リスク

プロジェクトの大幅な赤字や遅延 プロジェクトの採算割れ（赤字）や大幅な遅延の事態が想定される場合等 受注判定会議の実施、プロジェクト健康診断の実施
外注管理 外注先の不適切な行為により重要な取引先への損害の発生、取引停止、提訴等が想定される場合等 各種関連規程類の整備
品質の問題 品質上の瑕疵等により、重大なクレーム、取引停止、提訴等が想定される場合等 品質管理プロセスの遵守、品質管理委員会の設置
損害賠償 品質の問題やプロジェクトの遅延等により顧客に重大な影響を及ぼし損害賠償の請求が想定され

る場合等
契約書の賠責上限条項

4 セキュリティ
リスク

機密性・完全性・可用性リスク サイバー攻撃やマルウェアによる不正アクセス、従業員による意図的または無意識の情報持ち出
し、サイバー攻撃によるデータの改ざんや破壊、暗号化、ネットワーク攻撃やヒューマンエラーによ
るサービス停止

脅威監視とログ解析の実施、サイバーセキュリティ評価（ペネトレーションテスト・脆弱性診
断・リスクアセスメント等）の実施と継続的改善活動、ISMS・PMS体制の整備、情報セキュ
リティ委員会の設置、情報セキュリティ教育、全社訓練（標的型攻撃メール訓練等）の実施

5 社内システム
リスク

社内システムの障害と運用の
問題

社内システムの障害や運用における問題により長時間の業務停止等の重大な障害が想定される場
合等

システム運用・復旧マニュアルの整備と定期点検

6 人材リスク 従業員の労働環境 過剰な長時間労働、ハラスメント、雇用差別、職場の安全面等、従業員の労働環境において、健全
性が確保できず重大な影響が想定される場合等

柔軟な労働環境の整備、テレワーク勤務規程等関連規程類の整備、ハラスメント相談窓
口の設置

健康・衛生問題 感染症の流行や、集団⾷中毒、集団病欠などにより従業員の健康・衛生に重大な影響が及び業務
活動に大きな支障が生じることが想定される場合等

健康増進プログラムの実施、安全衛生委員会の設置、産業医の設置、ストレスチェックの
実施

労働争議 事業継続に大きな影響を及ぼすような労働争議の発生が想定される場合等 定期的な労働協議
人材流出 多数の人材流出により事業活動への重大な影響が想定される場合等 社宅の提供、人事制度の継続的改善、アドバイザー制度、ブラザー・シスター制度

7 広報リスク SNSやマスコミの
対象となるような事態

ブランドイメージを損ない事業継続に大きな影響を及ぼすようなSNSへの投稿や報道が想定され
る場合等

IR部門の設置

風評被害 ブランドイメージを損ない事業継続に大きな影響を及ぼすような⾵評が想定される場合等 危機管理広報体制の整備、広報関連規程類の整備
8 災害リスク 地震による災害 本社及び事業所所在地で震度5強の地震が発生しBCPにおいて想定した被害が発生した場合等 事業継続計画の策定、災害事前対策活動の強化

風水害による災害 会社所在地及び社員居住地域で危険レベル４（避難指示）以上が発令された場合等 事業継続計画の策定、地域毎の災害対応コミュニケーション活動の強化
事故・事件による災害 本社及び事業所所在地で大規模な火災や停電等が発生した場合等 事業継続計画の策定、災害事前対策活動の強化

9 法令違反
リスク

法令違反の問題 知的所有権侵害、インサイダー取引、不公正競争、従業員犯罪等の法令違反、及び法改正等への対
応の遅れにより事業継続に重大な影響が想定される場合等

コンプライアンス教育と委員会の設置、インサイダー取引防止研修の実施

反社会的組織との関係リスク 反社会的組織との関係が明らかになり会社に重大な影響が想定される場合等 反社マニュアルの整備、定期的な全件確認の実施
従業員の不祥事 従業員の不祥事によって会社経営に重大な影響が想定される場合等 行動規範の周知徹底、内部監査の実施、全社的なコンプライアンス活動
その他の法務リスク 提訴や仮処分命令の申⽴、行政処分や行政による告発等の事態が想定される場合等 顧問弁護士との適宜会合
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社外取締役座談会

成長の道筋をモニタリングし
着実な企業価値向上の実現を目指した提言を継続的に行ってまいります

島田　取締役会における多様性に関しては、指名報酬委員会で、成長
段階にある今のJBSに求められるスキルマトリックス項目の検討や女性
取締役の候補の提示から始め、ジェンダーに限らずダイバーシティを広
く捉えた議論を行ってきました。年々前進していると捉えています。
占部　成長戦略に対応したスキルマトリックスで必要な領域のカバー
状況を確認したうえで、充足状況も意識して初の女性社外取締役を
選任できたのは一歩前進です。ただ、ダイバーシティの観点ではまだ
途上だと考えています。
出口　途上という意味では、事業も、これまで長年にわたり日本屈
指のマイクロソフトパートナーとして構築してきたビジネス・サービス
モデル、顧客基盤、テクノロジー・人材基盤といった競争力の源泉と
なる有形・無形の資産の強みを最大限活かしながら、次の非連続と
いえる成長ステージへと進む変革のタイミングと認識しています。こ
のタイミングで課題を振り返り、この先の事業成長戦略を実現するた
めの1つの重要な手段としての多様性について議論していく必要が
ありますね。
森崎　そう思います。実効性評価も1年目、2年目と、定性的にも定
量的にも着実にレベルが上がっています。ただ、現在JBSはスタン
ダード市場のなかでは一定の評価ができますが、上場企業全体に目
を向けると、さらに優れた取り組みを行っている企業が多く存在しま
す。先行している企業で参考にできるものは積極的に取り入れていく
姿勢が大切だと思います。

島田 直樹
アップルコンピュータ（現アップル）、
ボストンコンサルティンググループ、
ICGジャパンを経て、2001年に
ピー・アンド・イー・ディレクションズ
を設立、同社代表取締役。

森崎 孝
三菱銀行入行、三菱UFJフィナン
シャル・グループ常務執行役員、三
菱東京UFJ銀行常務、専務を経て、
2014年同行副頭取。2016年に
三菱総合研究所代表取締役社長、
現在は同社取締役会長。

出口 眞也
公認会計士。PwCあらた有限責任
監査法人のパートナーとして会計監
査業務に加え、ガバナンス・リスク
管理などのコンサルティング業務責
任者として活動。同法人の顧問を経
て、現在は複数の企業、団体の社外
役員、外部有識者委員、顧問。

占部 利充
三菱商事入社、米国駐在、IT子会
社、人事部長、中国副総代表・香港
法人社長などを経て、常務執行役
員ビジネスサービス部門CEOとし
てデジタル推進を統括。三菱UFJ
リース代表取締役副社長を経て、現
在はアドバンテスト取締役。

昨年の実効性評価において発展的課題として「ステーク
ホルダーとの対話状況に関するフィードバックの拡充」
「取締役会におけるジェンダーやスキル領域の多様性の
向上」が挙げられました。まずは取締役会における多様
性につき、どのような進捗がありましたか。
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出口　ステークホルダーとの対話やフィードバックに関しては、上場
以来、さまざまな株主との対話も増えており、それ自体は評価できま
す。しかし、中計の利益目標取り下げの説明をはじめ、次の成長ステー
ジへの変革途上における対話として、ステークホルダーの得心が得ら
れたとは言い難い状況だと思います。2024年9月期の実効性評価
では、取締役会の運営に関して「経営戦略に対する監督の強化」が発
展的な課題の1つに挙げられましたが、ステークホルダーとの対話状
況に関するフィードバックの拡充はそのための手段として重要である
と再認識しています。

占部　中計目標値の取り下げは重く受け止めていますが、取り下げ
の判断自体は必要なものでした。代案発表まで待つ意見もありまし
たが、目標達成が難しいことが明らかであれば、速やかに開示するこ
とが重要だと判断しました。一方で、中計で示した成長ストーリーや
戦略自体は違っておらず、今でも当社として進むべき方向性は正しい
と考えています。
森崎　戦略という観点では、収益の目標値は取り下げたものの、戦
略そのものは取り下げておりません。一方で、当初の目論見からどの
ようなギャップが生じたのかを検証しています。
占部　では、何が違ってきたのかというと、挑もうとするビジネス領
域で求められる技術や知見のレベルが、中計策定時に我々が想定し
ていた以上に高度化した点が挙げられます。例えば、生成AIのこれほ
ど急速な進化と普及は予測できませんでした。JBSの従来の強みを
拡張するだけでは不十分で、IT技術やそれを活用するビジネス変革
のスピードに「JBSの人材の知見やスキルが追いついていなかった」
ということです。
島田　そこは私も共通の理解です。企業が永続的に成長するために
は「既存事業の自己革新」は不可欠であり、他社に先んじて革新を遂
げることで、差別化が図れ、利益の確保にもつながります。しかし、こ
の自己革新のスピードが時代の進展に追いついていなかったと感じ
ています。
森崎　たしかに、先進技術に対応するための体制構築については、時
間はかかりましたが当初の戦略に基づき着実にキャッチアップしてきて
いるので悲観的に捉える必要はないと感じています。例えば、生成AI
関連サービスに関してはお客さまから高い評価をいただいています。
島田　体制構築の先を見据えると、生成AIに限らずJBSならではの
独自性を持つ差別化が重要になってくると思います。利益向上を目
指す観点からも、潜在的なニーズを捉え、新しいニーズの萌芽を見つ
けること、さらにそれを社内ナレッジとして共有し面で展開できるよう
にすることが大きな方向性として必要になります。

森崎　IT業界には、良い商品を製造し、それをお客さまに提供する
シーズドリブン的な側面があります。JBSは、このスタイルからニーズ
起点に変わりつつあります。お客さまの要望や課題を起点としたより
高い視座の相談をいただけるようになりつつあり、この取り組みをさ
らに強化することが求められます。
占部　ビジネスニーズの領域に入っていく場合、業界や業種に限らず
比較的共通で導入できるコーポレートITとは、求められる要素も変
わってきます。例えば、お客さまのビジネスに対する理解も必要にな
るほか、IT事業者側のリスクの取り方や、競合企業も変わってきます。
対象とする領域やビジネスモデルの変化によって、これまでのJBSの
事業とは非連続の部分が出てくるため、それを考慮していくことが大
切です。

出口　JBSグループとしての事業規模の拡大や、次なる成長ステー
ジへの変革等、経営環境の変化に伴い、取締役会で経営戦略に関す
る議論が量的にも質的にも増加しています。取締役会として経営戦
略に対する監督をいかに実効的なものとしていくかについて、取締役
会の実効性評価で議論を重ね、重要課題として対処していくことにし
ました。先に議論したステークホルダーとの対話状況に関するフィー
ドバックの拡充もその対処施策の1つです。
占部　戦略的、戦術的な観点の大方の課題やその解決案は、タイム
リーに取締役会の俎上に上っていました。実りある議論がなされ、 

「ステークホルダーとの対話状況に関するフィードバック
の拡充」が発展的な課題として挙げられているなか、中
計の利益目標の取り下げがありました。その際、どのよ
うな議論がなされましたか？　また、今後の事業成長の
ためにどのような議論をしていくかお聞かせください。

今回の実効性評価の結果では、「経営戦略に対する監督
の強化」が課題として挙げられました。どのような経営
戦略に対する監督、その他ガバナンス強化を行っていく
とお考えでしょうか。
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方向性や取り組むべき施策も示されたと思いますが、その後のレ
ビュー・フォローアップには不十分なところがあり、改善の余地があ
ると感じています。
森崎　その意味では、進捗管理が重要です。取締役会での決定に基
づき、執行側が施策を実行することになりますが、PDCAサイクルの
なかでもう一段踏む込む必要があったと感じています。
島田　課題への対応や進捗については毎月係数とともに事業状況
の確認をしていましたが、さらにその後のプロセスや結果を意識し
てモニタリングしていかないと、スピード感が失われていく恐れもあ
りますね。
占部　同感です。なされた議論を議論のままで終わらせないよう、実
行・実現まで責任を持って見届けることが重要です。問い詰めて、突
き詰めて進展させることに、議論の意味があると言えます。我々は
もっと実行プロセスや結果にこだわるべきだったと総括できると思い
ます。

占部　中計で掲げた戦略実現に向けた一事業として、ネクストス
ケープの独自性も尊重しつつJBSとのシナジー効果をどのような連
携体制で進めるのか、具体的な議論が十分ではなかった部分もあっ
たと感じています。中計や成長戦略上の意義は議論し確認しました
が、JBS側を含めた実行体制や管理体制について、細部に至るまで
の詰めが不足していため、結果として問題案件の早期掌握やPMIが

遅れた点に反省があります。
森崎　より現場の目線からPMIを行っていくことも、重要な点だった
と考えています。
占部　その点については、問題点に気づいてから、豊富な現場経験・
知見を持ったJBSの執行役員がネクストスケープの取締役となり、事
業管理からシナジー創出まで現場目線で責任を持って現場をリードす
る形にしました。
島田　長年のビジネス経験に基づいた嗅覚に頼るだけではなく、具
体的にJBSとどういう形でシナジーを生み出すか、人の経験に頼るだ
けでなく、仕組みをつくって回していくことも必要だと思います。
占部　仕組みづくりという点では、先ほど述べた取締役会の討議事
項の実行・実現のフォローに帰着します。技術力のある会社を買収し
た、我々はそういうきれいな話だけで終わりにせず、リスクを含めて
ゴールまできちんと見届ける必要があります。今回の教訓を活かしな
がらこのビジネスを立て直さなければならなりません。
出口　新たな事業創出というシナジーを狙ってのM&A投資として、
JBSとは多くの点で異質な同社とのPMIの難易度は想定以上に高
かったという点は否定できないと理解しています。今回は結果的とし
て減損計上することとなりましたが、このPMI活動で得たさまざまな
課題・反省点とその対処策や本来ネクストスケープが有する技術や人
材といった無形資産は、JBSグループの次なる成長ステージに向けて
の有用な財産であり、取締役会としても反省とともにこの活動を継続
的に監督していくことが重要だと思います。
島田　自分たちの事業特性を再確認し、次のラウンドへとつなげてい
くのが我々の仕事だと考えています。また、この経験から学びを得て、
現在取締役会では、投資案件に関する検討に際して、トップのみなら
ず事業ラインの意見も確認しより深い議論を行っています。

占部　JBSは、人材が資本であるから人材に投資する、その点はまさ
にその通りです。現在は「オフィスはワークスペースであると同時に、
成長の機会や付加価値を生み出すコミュニケーションを促す場所。社
宅も人材の獲得や定着に寄与する」という考え方ですが、ITサービス
を本業とする上場企業のバランスシートという観点からは、どういう
形態がベストか議論が分かれるという課題意識を常に持ち続ける必
要があります。
島田　社宅に関しては、決して自社保有に固執しているわけではないの
で、取締役会ではセール・アンド・リースバックなども視野に入れながら
オフバランス化に向けたさまざまな可能性を継続的に議論しています。

2024年９月期第２四半期において特別損失を計上しま
した。これは、2022年12月に買収したネクストスケー
プにかかるのれんの減損が生じたためです。この問題に
関して意見をお聞かせください。

「資本コストや株価を意識した経営」の実効性を高める
観点で、自社のバランスシートが効果的に価値創造に寄
与する内容となっているか考えをお聞かせください。と
りわけオフィス拡充や社宅の増設については、ステーク
ホルダーの皆さまから高い関心が寄せられています。
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占部　この課題は人材育成などに及ぼす投資効果、その反面のアセッ
トリスクなどいろいろな要素が関連しているのでさまざまな観点から
検討する必要があります。例えば、不動産という視点では、今の市況
では都心の優良物件は借りるより買った方が有利という見方もあり
ます。ただし、そうなるとITサービス会社としてのバランスシートとし
て最適な構成になっているかという課題が生まれる訳であり、今後も
継続的に議論が必要だと思っています。
出口　社宅の自社所有と借り上げの選択に関してはそれぞれにメリッ
トとデメリットがありますので、取得から流動化に至る各サイクルで、
人材獲得・育成の観点での費用対効果の評価のみならず不動産のア
セットリスクや社宅不動産調達にかかる有利子負債リスクなどの評価
に基づき意思決定をしてきています。ただし、費用対効果や資本効率
の観点での評価手法や不動産所有にかかるリスクマネジメントの手法
についてはその成熟度アップと情報開示のあり方に関するさらなる議
論が必要と認識しています。
森崎　格付け機関の評価やCS調査、他社の事例などを活用して、投
資対効果を見える化していきたいところですね。例えば社宅がある

場合とない場合で、企業価値が短中長期にどう変化していくか。財務
ベースでのリターン、非財務も含めたリターンをきちんと説明できれ
ば納得感も得られるはずです。
占部　現状を是とした解釈論ではなく、ITサービス事業の上場企業
として、本業に直結しない領域では極力アセットライトで身軽な体質を
意識した議論が必要だと思います。

出口　当社の理念体系Mission、Vision、Valueはじめ、これまで
とってきた成長戦略は間違っておらず、今でも妥当かつ実効性がある
ものと思います。ただし、そのMVVや成長戦略の実現や成果獲得に
向けた具体的な方策の議論は、より一層深める必要があると思って
います。次なる非連続の成長ステージに向けて事業やサービスに関す
る重点領域の選択と集中を行ったうえで、KPIを厳選・設定し取締役
会で実効的にモニタリングしていくこと、そして議論は1回で終わりで
はなく起点に過ぎないということを認識し、継続した議論に展開して
いく仕組みや企業文化づくりを今後の持続的な成長に向けて重視し
ていきたいと思います。
占部　これまでの市場認識や戦略は正しかったし、クラウド基盤領域
の知見と強固な顧客基盤というJBSの強みも変わらないが、人材や
組織の知見・スキルが変化のスピードに追いつけていない部分があり
ました。人材面では、AI等先進技術に加えて、プロジェクトマネジメン
トやビジネス理解力の強化に手を打ち始めています。これらの課題に
対処し事業成長を実現するために、特にJBSのように発展過程の企
業の取締役会は、執行側の実行状況を把握し指導する機能が重要で

す。議論にとどまらず、その結果を具体的に追う。その重要性を肝に
銘じながら行動していきたいと思います。
島田　JBSの強みは、お客さまに寄り添いながら成長してきた点にあ
ります。現在取り組んでいる製販一体型組織への変革をはじめ、より
付加価値の高いサービス提供の実現を目指し議論を深めていきま
す。併せてPDCAサイクルを回し、会社一丸となって経営の迅速化を
図ることが重要です。さらに、誰に、何を、どうやって売っていくのか
という３つの軸をブラッシュアップし、変化と成長を続けられる企業を
目指して議論を進めていきたいと思います。
森崎　企業には、株主・投資家からの評価に加え、お客さまや従業
員の満足、社会からの信頼が求められます。株主・投資家には株価、
配当を、お客さまにはより良い品質を、社員には働きがいのある職
場を提供するとともに、社会への貢献にも努めてまいります。幅広
いステークホルダーの皆さまの期待に応え、企業価値の向上を目指
し、今期の学びを、今後の成長に活かせるように監督、助言してまい
ります。

最後に、今後の長期的な企業価値向上に向けての提言を
お願いします。
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コーポレート・ガバナンスの基本的な考え方と体制
当社は継続的な企業価値の向上にはコーポレート・ガバナンスが有効に機能することが不可欠であると考

え、コーポレート・ガバナンスの強化及び充実に努めています。株主やその他のステークホルダーと良好な
関係を築き、社会のニーズに合った事業活動を行うことで長期的な成長を遂げていくことができると考えて
います。

当社は、監査役会設置会社としてコーポレート・ガバナンス体制を構築しております。この体制により経
営の最高意思決定機関である取締役会に業務執行の権限・責任を集中させる一方で、独任制の監査役で
構成する監査役会に、取締役の職務執行に対する監査機能を担わせることで、適切な経営の意思決定と業
務執行を実現するとともに組織的に十分牽制の効くコーポレート・ガバナンス体制の確立を目指していま
す。また、当社では、取締役総数の過半数を社外取締役、監査役の半数以上を社外監査役とし、外部視点
による適切な助言・提言を積極的に経営に活かしています。加えて、取締役会の下に社外取締役を主要な
構成員とする指名委員会、報酬委員会を設置することにより、取締役の選任並びに報酬に関する妥当性、
透明性を確保しています。

取締役会の主な活動
当社は取締役会設置会社であり、取締役会は社外取締役5名を含む取締役7名で構成され、議長は代表

取締役社長が務めます。取締役会は原則として毎月１回の定例開催のほか、必要に応じ機動的に臨時取締
役会を開催しています。取締役会では、法定事項の決議、経営に関する重要事項の決定及び業務執行の監
督等を行っています。なお、取締役会にはすべての監査役が出席し、取締役の業務執行の状況を監視でき
る体制となっています。職務執行の決定を適切かつ機動的に行うため、代表取締役社長及び使用人兼務取
締役をもって構成する経営会議を設置し、議長は代表取締役社長が務めます。経営会議では、全般的経営
方針・経営計画その他職務執行に関する重要事項を審議しています。なお、社外取締役は任意に出席する
ことができ、監査役は出席し意見を述べることができます。

現在、当社の取締役会がサステナビリティ全般に関するリスク及び機会に対する監督権限を有していま
す。サステナビリティに関する取り組み状況をグループ全体で監督し、強化することを目的とした「サステナ
ビリティ推進委員会」の設置を検討しています。

当社は、業務提携による関係強化等、純投資以外の経営戦略上重要な目的を併せ持つ政策保有株式を
保有しています。

個別の政策保有株式については、政策保有の意義、中長期的な経済的合理性等を勘案して、保有継続の
適否に関し、取締役会において取引先の成長性、将来性、収益性等を踏まえ、当社の持続的な成長と中長
期的な企業価値向上に資するかどうかの判断を行っています。

当社は、関連当事者間の取引については、取締役会規則の定めにより、該当する場合は当該取締役を特
別利害関係人として除外した上で取締役会において決議しています。また、当社は関連当事者取引管理規
程を制定し、関連当事者リストの作成、取締役会での取引の事前承認及び取引結果の報告を行っているほ
か、定期的な関連当事者リストと取引先の照合、関連当事者に対して関連当事者間取引を把握するための
アンケート調査を実施する等、関連当事者間の取引について管理する体制を構築しています。

G-3 コーポレート・ガバナンス
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取締役会の主な審議内容（2023年10月～2024年9月）

取締役会の年間スケジュール

2023年 2024年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

取締役会開催 　　 　　

経営・事業戦略 ● ● ● ● ● ● ● ● ●　　●

役員・人材戦略 ● 　　　 ● ● ● ● ● ● ● ●　　●

財務・決算 ● ●　　● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●　　●

ガバナンス・
リスク・コンプライアンス ● ●　　● ● ● ● ● ● ● ● ● 　　　 ●

経営・事業戦略
● 事業方針	 ● 予算策定	 ● 投資、出資	 ● サステナビリティの取り組み状況
● 中期経営計画	 ● 組織編成	 ● グループ運営	 ● ステークホルダーとの対話状況

役員・人材戦略
● 役員人事	 ● 人材戦略、人事制度関連
● 役員報酬関連	 ● 多様性

財務・決算
● 財務戦略	 ● 年次、四半期決算	 ● 有価証券報告書
● 資本政策	 ● 月次業績、財務等の計数報告	 ● 剰余金・配当方針

ガバナンス・
リスク・コンプライアンス

● 取締役会の実効性評価	 ● リスク管理状況	 ● コンプライアンス報告
● 内部監査報告
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経営陣幹部・取締役及び監査役の指名・選解任方針と手続
取締役会が取締役・監査役候補者の指名・選解任を行うにあたっての方針と手続は以下のとおりです。

● 取締役・監査役の指名・選解任方針
次の要件を充たす者を取締役・監査役候補者として選定しています。

（1）会社法に定める法定要件を備える者であること
（2）反社会的勢力との関係を有すると認められる者でないこと
（3）�人格及び識見ともに優れ、経営の監督者（監査役にあっては監査者）としてその職責を全うすることが

できる者であること

● 社外取締役・社外監査役の指名・選任方針
取締役・監査役の指名・選解任方針に加え、経営、法律、会計、行政、コンサルティング、教育等の分野

で指導的役割を果たした実績があり、専門的知見を有している者を候補者として指名します。

● 取締役・監査役の選解任手続
取締役会が候補者を選定し、株主総会で選解任します。
なお、監査役候補者については、事前に監査役会の同意を得ます。

当社では、取締役・監査役の各候補者の個々の選解任理由については、招集通知に記載しています。

サクセッションプラン
当社は、後継者計画を含む経営陣幹部の指名・報酬等の事項について、指名委員会及び報酬委員会にお

いて社外取締役等から適切な助言を受け、協議しています。

取締役会の実効性評価
● 取締役会実効性向上への取り組み

当社では、取締役会の機能を継続的に向上させ、ひいては中長期的な企業価値の向上に資するため、取
締役会の実効性の分析・評価を実施しています。

評価期間を2024年9月期として以下の項目に関する自己評価アンケートをすべての取締役・監査役を
対象に実施しました。当社取締役会では、その回答の集計内容に関する分析・評価結果に基づき、今後取
り組むべき発展的な課題について建設的な議論を実施しています。なお、公正性・客観性を担保するため、
自己評価アンケートの設計及びその分析・評価にあたり外部機関を活用しています。
1. 取締役会の構成
2. 取締役会の運営
3. 経営戦略、ステークホルダーに対する責任
4. リスクマネジメント、内部統制、コンプライアンス及び危機管理体制等
5. 経営陣の評価・報酬
6. 昨年度の発展的課題への対応状況

● 実効性評価結果の概要
・�当社取締役会においては、経営課題についての多面的かつ自由闊達な討議を経て意思決定が行われ、ま

た、業務執行を監督する体制が十分に整備・機能していることから、取締役会の実効性は確保されている
ものと評価しています。

・�前年度の実効性評価にて認識された発展的な課題については、以下のような取り組みを行い、概ね改善
しています。

  - 取締役会におけるジェンダーやスキル領域の多様性の向上
  - ステークホルダーとの対話状況に関するフィードバックの拡充
・�本年度の評価を通じて、さらなる実効性の向上に向けた発展的な課題として、経営戦略に対する監督の強

化、リスクマネジメントの高度化、サステナビリティの取り組みの強化に取り組むこと等を認識しました。

当社取締役会は、こうした認識を踏まえ、実効性のさらなる向上を図るために必要な施策を継続的に検
討・実行してまいります。
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役員報酬
● 役員報酬の基本方針

当社は、業界をリードすることのできる高水準のプロフェッショナル人材を獲得・維持・育成するための
手段の1つとして、報酬を位置付けます。そのため、報酬水準は、原則として、人材獲得において競合すると
想定される国内外の企業をピア・グループとして設定し、このピア・グループとの比較において競争力のあ
る水準の実現を目指します。

● 役員報酬決定の手順
取締役の報酬限度額は、2004年12月24日開催の株主総会決議において年額500百万円以内（ただ

し、使用人分を除く。）と決議されています（決議時点の取締役の員数は3名）。また、定款において、当社
の取締役は、3名以上とすると定めています。

取締役（社外取締役を除く。）の報酬は金銭報酬とし、株主総会決議で承認を得た範囲内で、基本報酬、
賞与、役員退職慰労金で構成しています。

（a）�基本報酬は、世間水準及び経営内容、社員給与等とのバランス等を考慮の上、取締役会が報酬委員会
への諮問を経て決定した支給額を毎月支給しています。

（b）�賞与は、役員としての個々の業務執行状況を評価して取締役会が報酬委員会の諮問を経て決定した支
給額を支給することがあります。

（c）�役員退職慰労金は、役員及び執行役員の報酬等に関する規則の定めに従い、株主総会の決議のもと取
締役会が報酬委員会の諮問を経て決定した支給額を支給しています。

社外取締役の報酬は金銭報酬とし、客観性維持の観点から固定の基本報酬のみの支給としています。基
本報酬は、株主総会決議で承認を得た範囲内で、世間水準及び経営内容等を考慮の上、取締役会が報酬委
員会の諮問を経て決定し、毎月支給しています。

監査役の報酬限度額は、2004年12月24日開催の株主総会決議において年額50百万円以内と決議さ
れています（決議時点の監査役の員数は1名）。また、定款において、当社の監査役は、3名以上とすると定
めています。

常勤監査役の報酬は金銭報酬とし、株主総会決議で承認を得た範囲内で、基本報酬及び役員退職慰労金
で構成されています。

指名委員会・報酬委員会
指名委員会・報酬委員会は、取締役会の諮問機関として、社外取締役５名を含む取締役６名で構成され、

委員の互選により選出された委員長が議長の役目を務めます。
指名委員会・報酬委員会は１事業年度に１回以上の頻度で開催します。客観的かつ公正な観点で、指名

委員会では取締役及び執行役員等の役員人事に関する事項を審議し、また、報酬委員会では役員報酬に関
する事項を審議しています。

なお、監査役は、委員会に対して、オブザーバーとしての出席及び審議の経緯の説明を要請することがで
きます。

業績連動報酬の方針及び指標
経営者の報酬構成は、人材獲得・維持のための競争力確保並びに企業の持続的成長及び中長期的な企

業価値向上へのインセンティブの付与の観点から、固定報酬である基本報酬並びに業績連動報酬である短
期業績連動報酬及び長期業績連動報酬を基本的な報酬構成要素としてこれらの適切な割合での組み合わ
せの実現を目指します。今後、役位・役職、管掌業務等の各人の役割・責任を踏まえつつ、業績連動報酬を
含むより適切な報酬構成の実現に向けての検討を行う予定です。

役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

※1 �取締役の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておらず、2023年12月22日開催の第33期定時株主総会終
結の時をもって退任した取締役1名の報酬等を含んでいます。

※2 上記の退職慰労金は、当事業年度における役員退職慰労引当金繰入額であります。

役員区分 報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる
役員の員数
（名）

基本報酬 業績連動
報酬

退職慰労金 左記のうち、
非金銭報酬等

取締役（社外取締役を除く） 121,448 111,000 - 10,448 - 4

監査役（社外監査役を除く） - - - - - -

社外役員 57,310 56,040 - 1,270 - 7
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＊各取締役に特に期待される 
専門性・知見

牧田 幸弘
代表取締役社長

勝田 耕平
取締役常務執行役員

島田 直樹
社外取締役

占部 利充
社外取締役

出口 眞也
社外取締役

森崎 孝
社外取締役

朱 純美
社外取締役

ス
キ
ル
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
＊

企業経営 ● ● ● ●
IT・テクノロジー ● ●
営業・マーティング ● ●
法務・リスク管理 ● ● ●
財務・会計 ● ● ● ●
人事・人材開発 ● ● ● ●

取締役会出席状況※2 14/14回 11/11回※4 13/14回 14/14回 14/14回 13/14回 －※5

所有株式数※3 1,440,000株 65,580株 50,000株 15,000株 － － －

企業経営 豊富な企業経営で培われた知見・経験や多様な視点が実効
的な意思決定や監督に不可欠であるため

IT・テクノロジー 主要事業領域であるIT・テクノロジーのリテラシーが不可欠
であるため

営業・マーティング 競争力ある営業・マーケティング機能が主要事業の着実な成
長に不可欠であるため

法務・リスク管理 企業価値の棄損抑止のため、コンプライアンスと健全なリスク
管理が不可欠であるため

財務・会計 上場企業に求められる財務・会計の健全性を保全するほか、
企業価値の創出のためには財務戦略が重要となるため

人事・人材開発 競争力の源泉が人材であり、人的資本の最大化は重要な経
営課題であるため

● スキル項目と選定理由

役員一覧（2025年1月31日現在※1）

監査役

取締役

兒玉 眞二
常勤監査役

久保田 英夫
社外監査役

山嵜 一夫
社外監査役

柳澤 美佳
補欠監査役

伊藤 英啓
金融・保険事業本部、 
ストラテジックセールス本部

森屋 正樹
特命 担当

中村 智之
ソリューション戦略本部

星 誠
通信・サービス事業本部、 
メディア・エンターテインメント事業本部

前田 憲仁
CSO（Chief Strategy Officer）、 
コーポレート戦略本部

北村 勇樹
公共・サービス事業本部

岩本 満美
IR室、広報室

平安 清剛
西日本事業本部

平岡 敬浩
ネクストスケープ 担当

安田 博一
ビジネスグループ統括 
事業管理本部、ホンダ事業本部、 
金融事業本部、製造事業本部、流通事業本部

櫻田 浩
SureBizCloud事業本部

田中 功明
トヨタ事業本部

小杉 智
株式会社ネクストスケープ  
代表取締役社長

守屋 有人
トヨタ事業本部  
エンタープライズエグゼクティブ

中山 高史
Data & AI事業本部

執行役員

※1 後藤行正は、2024年12月20日開催の第34期定時株主総会において取締役に就任しましたが、2025年1月28日付けで辞任したため、掲載しておりません。　※2 2024年9月期における出席状況。　※3 2024年9月30日現在。　※4 勝田耕平は、2023年12月22日開催の第
33期定時株主総会において取締役に新たに就任しており、出席状況は就任後の期間に係るものです。　※5 朱純美は、2024年12月20日開催の第34期定時株主総会において取締役に新たに就任したため、2024年9月期における出席状況は空欄としています。
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氏名 選任理由 独立役員 独立または非独立の指定理由

牧田 幸弘
代表取締役社長

長年にわたり当社代表取締役社長を務めています。経営者としての豊富な経験と当社の事業に関
する幅広い見識を活かし、引き続き当社の経営を牽引し、当社の成長戦略の推進に資することが期
待されるため、取締役として選任しています。

勝田 耕平
取締役
常務執行役員

公認会計士としての高度な知見や、長年の監査法人やコンサルティング会社における豊富な経験と
見識に基づき、現在、当社取締役常務執行役員を務めています。その経験・実績・見識を活かし、
引き続き当社の成長戦略の推進に資することが期待されるため、取締役として選任しています。

島田 直樹
社外取締役

企業経営者、コンサルタントとしての豊富な経験と見識に基づき、当社社外取締役として業務執行
に対する監督、助言等を実施しています。引き続き当社の経営体制の強化に資することが期待され
るため、社外取締役として選任しています。

●
同氏は、東京証券取引所の定める独立役員の確保にあたっての判断基準等に照らし、当社との間に特別な利害関係
は存在しないことから、一般株主との利益相反が生じるおそれがなく、十分な独立性を有していると判断し、独立役
員として指定しています。

占部 利充
社外取締役

大手総合商社及びリース・ノンバンクでの豊富な経営経験に基づき、当社社外取締役として業務執
行に対する監督、助言等を実施しています。引き続き当社の経営体制の強化に資することが期待さ
れるため、社外取締役として選任しています。

●
同氏は、東京証券取引所の定める独立役員の確保にあたっての判断基準等に照らし、当社との間に特別な利害関係
は存在しないことから、一般株主との利益相反が生じるおそれがなく、十分な独立性を有していると判断し、独立役
員として指定しています。

出口 眞也
社外取締役

公認会計士としての高度な知見や、監査法人における豊富な経験と見識に基づき、当社社外取締役
として業務執行に対する監督、助言等を実施しています。引き続き当社の経営体制の強化に資する
ことが期待されるため、社外取締役として選任しています。

●
同氏は、東京証券取引所の定める独立役員の確保にあたっての判断基準等に照らし、当社との間に特別な利害関係
は存在しないことから、一般株主との利益相反が生じるおそれがなく、十分な独立性を有していると判断し、独立役
員として指定しています。

森崎 孝
社外取締役

企業経営者としての豊富な経験と見識に基づき、当社社外取締役として業務執行に対する監督、助
言等を実施しています。引き続き当社の経営体制の強化に資することが期待されるため、社外取締
役として選任しています。

同氏は、東京証券取引所の独立役員の独立性に関する判断基準では独立役員に該当するものの、同氏が会長を務
めている三菱総合研究所はその他の関係会社として当社に対して影響を及ぼしうる立場にあることから独立役員と
して指定していません。

朱 純美
社外取締役

グローバル金融機関での実績を重ね、現在、経営コンサルティング会社の代表取締役を務めていま
す。経営管理やIR等に対する豊富な見識を有しており、今後、 当社の経営体制の強化に資すること
が期待されるため、社外取締役として選任しています。

●
同氏は、東京証券取引所の定める独立役員の確保にあたっての判断基準等に照らし、当社との間に特別な利害関係
は存在しないことから、一般株主との利益相反が生じるおそれがなく、十分な独立性を有していると判断し、独立役
員として指定しています。

兒玉 眞二
常勤監査役

同氏は、三菱総研ＤＣＳ出身で同社常務執行役員としてシステム企画担当を経験しており、長年にわ
たる企業経営を通じて培われた豊富な経験と高い見識を有していることから社外監査役として選任
しています。

●
同氏は、東京証券取引所の定める独立役員の確保にあたっての判断基準等に照らし、当社との間に特別な利害関係
は存在しないことから、一般株主との利益相反が生じるおそれがなく、十分な独立性を有していると判断し、独立役
員として指定しています。

山嵜 一夫
社外監査役

同氏は、毎日新聞社出身で同社常務取締役及び同社の親会社である毎日新聞グループホール
ディングス取締役専務執行役員として同社及びグループの経営戦略担当及びコンプライアンス担当
を経験しており、長年にわたる企業経営を通じて培われた豊富な経験と高い見識を有していること
から社外監査役として選任しています。

●
同氏は、東京証券取引所の定める独立役員の確保にあたっての判断基準等に照らし、当社との間に特別な利害関係
は存在しないことから、一般株主との利益相反が生じるおそれがなく、十分な独立性を有していると判断し、独立役
員として指定しています。

久保田 英夫
社外監査役

同氏は、税理士としてＰｗＣ税理士法人理事を経験され、多くの上場企業へのアドバイザリー実績が
あり、財務・会計・税務に高い見識を有していることから社外監査役として選任しています。 ●

同氏は、東京証券取引所の定める独立役員の確保にあたっての判断基準等に照らし、当社との間に特別な利害関係
は存在しないことから、一般株主との利益相反が生じるおそれがなく、十分な独立性を有していると判断し、独立役
員として指定しています。

氏名 選任理由

柳澤 美佳
補欠社外監査役 弁護士としての高度な知見や、他社の法務部門における豊富な経験と見識を有していることから、当社の監査役としての職務の執行に資することが期待されるため、補欠社外監査役として選任しています。

※ 当社は、法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、会社法329条第３項に定める補欠監査役１名を選任しています。

取締役・監査役の選任状況
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Customer First
お客さま志向の
事業活動と価値提供

お客さま お客さま

ビジネスでの知見を活かした
社会発展への貢献

地域社会・国際社会

地域社会・
国際社会

わかりやすい企業説明と
継続的なコミュニケーション

入社希望者・アルムナイ

入社希望者・
アルムナイ

一人ひとりの働きがいと
人材価値向上

従業員と家族

従業員と家族

適時適切な情報開示と
企業価値向上に向けた対話

株主・投資家

株主・投資家

公平公正な取引と
グローバルな

パートナーシップ構築

メーカー・パートナー

メーカー・
パートナー

コミュニケーション方法
● 営業/技術担当者を通じた各顧客企業との対話
● 品質向上に向けた取り組み
● Webサイトやパンフレット、SNSによる情報提供
● 展示会、オンラインセミナー/ハンズオンセミナー
● お問い合わせ窓口の設置

● ディスクロージャーポリシーの設定とこれに基づく対話
● 株主総会、決算説明会、投資家向け説明会
● 国内外機関投資家/アナリストとの個別ミーティング、説明会
● 各種レポート（統合報告書、株主通信）、株主・投資家向けWebサイトでの情報開示　
● お問い合わせ窓口の設置

● アライアンス担当者を通じた各メーカー・パートナーとの対話
● 各メーカー・パートナーとのキックオフ、QBR
● 双方向評価アンケートの実施とフィードバック(品質向上を目的とした意見交換）
● 国内外パートナー本社訪問及びイベントへの参画

● 各種学生向けキャリア教育支援の提供（職業体験、講義提供）
● 高校生向け海外留学奨学金制度の実施　
● 障がい者就労支援の実施　
● 産・官・学・地域連携プロジェクト（一般社団法人 社会システムデザインセンター）への参画

● 従業員エンゲージメント調査を通じた課題抽出及び従業員満足度向上施策の実施
● 社内報、全社会議/パーティー、アワードなどを通じた情報共有と対話
● MVV浸透施策の実施
● 労使協議会の実施、経営層との直接対話機会の設定
● Lucy’ｓ（社員食堂）の設置
● ファミリーデーの実施
● 各種オンボーディング施策の実施
● 各種教育、研修プログラム/ワークショップ、資格取得支援制度の実施
● 社員のキャリア形成支援
● 安全衛生委員会/内部通報、各種相談窓口の設置

● Webサイトやパンフレット、SNSによる情報提供　
● 採用専用SNSなどを通じた対話　
● 国内外の会社説明会、交流会（オンライン/オフライン）
● アルムナイ採用制度の活用

ステークホルダーエンゲージメント
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２年連続でスタンダード市場部門の最優秀サイトに選出

さらにオープンで公平な情報開示を目指し、決算説明会に
おける説明内容の全文書き起こしの公開を開始するなど、IR
サイトを通じた情報開示の充実を図っています。その結果、
日興アイ・アール「全上場企業ホームページ充実度ランキン
グ」調査において、昨年に引き続きスタンダード市場部門の
最優秀サイトに選ばれました。

IT業界就職人気企業ランキング入賞

楽天が運営する就職活動情報サイト「楽天みん就」にて、
2024年3月卒の学生 2,876名を対象に調査した「2024
年卒IT業界新卒就職人気企業ランキング」で、総合39位に
ランクイン。
● 教育研修の充実/社員が魅力的ランキング3位
● 社風・居心地の良さ10位

株主・投資家

新本社「Cloud Park」にて、初のお客さま向けイベントを開催

2024年5月に移転した新本社は、“最新のクラウドソリューション×人のつながり”によっ
てイノベーションが生まれる場＝“Cloud Park”をコンセプトにしています。6月27日には
お客さまをお迎えし、初のイベント「Windows 11 への最適な移行の体験会」を開催。日
本マイクロソフトによる登壇や展示ブースへの出展などもありました。

ステークホルダー別2024年9月期活動トピック

お客さま

メーカー・
パートナー

沖縄事業所が「おきなわSDGsパートナー」に認証登録

沖縄県がSDGsの達成に向けた取り組みを行う企業・団
体を認定し、地域の持続可能な発展を図る制度。JBS沖縄
事業所は、ファミリーウィークイベント、ビーチクリーン活動、
ハイブリッドワークの導入、中学校へのキャリア教育支援、大
学へのマナー講座実施などの取り組みが評価され2024年
11月から認証を受けています。

地域社会・
国際社会

子育てサポート企業として「くるみん」認定を取得

ワークライフバランスのとれた多様な働き方を支援する取
り組みや、育児休業取得促進に向けた取り組みが評価され、
次世代育成支援対策推進法に基づく子育てサポート企業とし
て、2024年2月に、厚生労働大臣より「くるみん」の認定を
受けました。

従業員と家族

入社希望者・
アルムナイ
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売上高 セグメント別売上構成比/ストック比率 営業利益/営業利益率 親会社株主に帰属する当期純利益/ROE

1株当たりの配当金/配当性向 1株当たり当期純利益（EPS） 総資産/自己資本比率 キャッシュ・フロー

財務ハイライト
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■■ 親会社株主に帰属する当期純利益 ●● ROE
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■■ 営業活動によるキャッシュ・フロー　
■■ 投資活動によるキャッシュ・フロー　
■■ 財務活動によるキャッシュ・フロー　
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※ �当社は、2022年6月3日付で普通株式1株につき500株の割
合で、2023年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株
式分割を行っています。分割前の実績においては、株式分割後
の基準に換算した数値を記載しています。

※ �当社は、2022年6月3日付で普通株式1株につき500株の割
合で、2023年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で、
株式分割を行っております。分割前の実績においては、当該分
割が行われたと仮定して算出しています。

※ 2021/9及び2022/9は単体のため当期純利益
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財務データ

経営指標等

単位 2020年9月期
（単体）

2021年9月期
（単体）

2022年9月期
（単体）

2023年9月期
（連結）

2024年9月期
（連結）

売上高 百万円 68,247 74,954 86,325 112,800 140,858
経常利益 百万円 1,822 2,363 4,252 4,349 4,587
親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 833※1 1,560※1 2,647※1 3,350 1,514
資本金※2 百万円 539 539 539 539 539
発行済株式総数※2 株 53,111 53,111 24,183,200 48,366,400 48,366,400
純資産額 百万円 11,903 13,338 19,713 22,221 22,735
総資産額 百万円 30,198 29,489 38,788 49,608 60,949
1株当たり純資産額 円 303.19 339.75 439.38 487.61 498.68
1株当たり配当額※2、※3

（うち1株当たり中間配当額）※2、※3 円 5
（－）

10
（－）

20 
（－）

20
（10）

25
（12）

1株当たり当期純利益※4 円 22.09 39.75 65.99 73.96 33.23
潜在株式調整後1株当たり当期純利益※4、※5 円 － － 61.90 70.44 31.74
自己資本比率 ％ 39.4 45.2 50.8 44.8 37.3
自己資本利益率 ％ 7.4 12.4 16.0 16.0 6.7 
株価収益率 倍 － － 16.84 16.28 30.94
配当性向 ％ 22.6 25.2 30.3 27.0 75.2
営業活動によるキャッシュ・フロー 百万円 3,216 1,962 3,472 △206 △320
投資活動によるキャッシュ・フロー 百万円 △480 △894 △3,966 △7,044 △7,659
財務活動によるキャッシュ・フロー 百万円 △998 △1,080 4,007 4,989 6,055
現金及び現金同等物の期末残高 百万円 4,016 4,015 7,569 5,345 3,366
株主総利回り※2

（比較指標：配当込みTOPIX）※2
％
％

－
（－）

－
（－）

－
（－）

110.2
（129.8）

96.6
（151.3）

最高株価※2 円 － － 2,838 1,760 1,675
最低株価※2 円 － － 1,802 992 776

※1 2020年9月期、2021年9月期、2022年9月期は単体のため当期純利益
※2 2023年9月期および2024年9月期については、単体の数値を記載しています。
※3 2022年6月3日付で普通株式1株につき500株の割合で、2023年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で、株式分割を行いました。分割前の実績についても、株式分割後の基準に換算した数値を記載しています。
※4 2022年6月3日付で普通株式1株につき500株の割合で、2023年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で、株式分割を行いました。2022年9月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、1株当たり当期純利益及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益を算定しております。
※5 潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、2020年9月期及び2021年9月期については潜在株式が存在するものの、当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので、記載しておりません。また、当社株式は2022年8月2日付で東京証券取引所スタンダード 

市場に上場したため、2022年9月期の潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、新規上場日から2022年9月期の末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。
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非財務ハイライト

JBSの獲得済みID数（単体） GHG排出量 Scope1+2 従業員数 採用者数／離職率
■■ Microsoft 365のID数
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■■ エンジニア　■■ 営業部門　■■管理部門
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■■ Scope1　■■ Scope2
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■■ 新卒採用　■■ キャリア採用 ●● 離職率
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※ 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27
年法律第64号）及び「育児休業、介護休業等育児又は家族介
護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成3年法律第76
号）の規程による公表義務の対象ではないため連結子会社の
記載を省略しています。

※ 「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉
に関する法律」（平成3年法律第76号）の規定に基づき、「育
児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に
関する法律施行規則」（平成3年労働省令第25号）第71条の
4第１号に定める方法により算出。

※ アトラエ提供のエンゲージメント測定ツール「Wevox」を利用
し、調査を2023年９月期より、調査を実施しています。

女性管理職比率（単体） 男性育児休業取得率（単体） エンゲージメントスコア（単体） マイクロソフト資格者数（延べ人数）
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S：社会

顧客基盤 E:環境 S：社会
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S:社会  
単位 集計範囲※ 2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期

人材活用

従業員数 全体 人 B 2,197 2,228 2,296 2,547 2,700

男女別

男性従業員数 人 B 1,593 1,599 1,619 1,790 1,885
女性従業員数 人 B 604 629 677 757 815
従業員における男性比率 ％ B 72.5 71.8 70.5 70.3 69.8
従業員における女性比率 ％ B 27.5 28.2 29.5 29.7 30.2

年代別

平均年齢 歳 A 34.0 34.4 34.8 34.8 34.8
従業員における20代の比率 ％ B 39.6 38.8 38.3 38.7 39.4
従業員における30代の比率 ％ B 32.6 31.7 30.3 28.4 27.4
従業員における40代の比率 ％ B 22.5 23.1 23.8 24.3 23.5
従業員における50代の比率 ％ B 4.7 5.7 6.8 7.4 8.5
従業員における60代以上の比率 ％ B 0.6 0.7 0.8 0.1 0.1

職種別
エンジニア 人 B ー 1,811 1,786 1,945 2,042
営業部門 人 B ー 190 193 245 347
管理部門 人 B ー 227 317 357 311

採用

採用者数 全体 人 B 239 182 228 31５ 319

新卒/中途

新卒採用者数 人 B 179 133 158 19２ 187
男性 人 B 110 74 86 116 110
女性 人 B 69 59 72 76 77

キャリア採用者数 人 B 60 49 70 123 132
男性 人 B 44 41 49 91 97
女性 人 B 16 8 21 32 35

就労・ワークライフバランス

離職率 ％ C 7.9 6.9 7.7 5.9 6.5
勤続年数 平均勤続年数 年 A 6.4 6.9 7.3 7.4 7.5
年間給与 平均年間給与 千円 A 5,686 5,905 6,050 6,188 6,223
時間外労働 正社員平均月間時間外労働時間 時間/月 A 6.65 10.29 8.82 8.48 7.58
年次有給休暇取得 年次有給休暇平均取得率 ％ A 61.9 57.0 69.5 73.2 70.4
育児休業利用 平均取得日数 平均取得日数　男性 日 A 75 124 64 112 93

平均取得日数　女性 日 A 450 379 410 363 456

取得率（法定） 取得率　男性 ％ A,D 15.4 24.7 42.4 54.0 43.1
取得率　女性 ％ A,D 94.4 117.4 80.8 119.0 96.6

取得率（特別休暇等含む） 取得率　男性 ％ A,E ー ー ー 96.6 93.5
取得率　女性 ％ A 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

復職率 復職率　男性 ％ A 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
復職率　女性 ％ A 96.7 100.0 96.3 100.0 95.7

多様性 女性管理職比率 管理職における女性比率 ％ A,F 9.0 10.6 11.8 13.7 15.5
課長級女性管理職比率 ％ A,G 12.6 14.9 15.4 16.9 20.2

障がい者雇用率 障がい者雇用率 ％ A 1.9 2.2 2.0 2.3 2.7

人材育成

研修 従業員1人当たりの平均研修受講数 コース A 6.7 9.4 6.8 8.4 9.4
従業員1人当たりの平均研修費用 千円 A ー 58.7 56.5 58.9 72.4

マイクロソフト資格者数

Microsoft Certified（延べ人数） 人 B 981 2,202 3,133 3,999 4,809
Fundamentals 人 B 698 1,253 1,791 2,336 2,910
Associate 人 B 260 725 972 1,180 1,36５
Expert 人 B 23 224 370 483 534
MVP 人 B ー ー 3 3 3

エンゲージメント エンゲージメントスコア A ー ー ー 70 71

非財務データ

※ 集計範囲の定義はP57に記載

56目次イントロダクション JBSの価値創造 経営方針・成長戦略 サステナビリティ（ESG） データ・企業情報日本ビジネスシステムズ株式会社　統合報告書2025 データ・企業情報



G:ガバナンス
単位 集計範囲 2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期

取締役会

取締役の人数

全体 人 A 5 6 7 7 7
社外取締役の人数 人 A 1 2 4 4 4
社外取締役の比率 ％ A 20 33 57 57 57
女性取締役の人数 人 A 0 0 0 0 0
女性取締役の比率 ％ A 0 0 0 0 0

取締役会の開催状況

開催回数 回 A 15 13 20 14 14
全取締役の出席率 % A 98.7 100.0 100.0 99.0 98.0

社外取締役の出席率 % A 93.3 100.0 100.0 100.0 96.4
社外監査役の出席率 % A 100.0 97.3 100.0 100.0 95.2

指名委員会の開催状況 開催回数 回 A ― ― 4 4 4
全委員の出席率 % A ― ― 100.0 100.0 100.0

報酬委員会の開催状況 開催回数 回 A ― ― 4 4 4
全委員の出席率 % A ― ― 100.0 100.0 100.0

監査役会の開催状況 開催回数 回 A ー 10 13 15 14
全監査役の出席率 % A ー 100.0 100.0 97.8 92.9

E:環境
単位 集計範囲 2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期

温室効果ガス排出量

Scope1+2　合計 tーCO2 B 648 575 520 523 665
Scope1 tーCO2 B 10 9 16 17 22
Scope2 tーCO2 B 638 566 505 507 642
売上高当たり t-CO2/百万円 B 0.009 0.008 0.006 0.005 0.005

エネルギー エネルギー使用量 MWh B 2,136 2,081 2,208 2,682 2,222
再生可能エネルギー使用割合 % B 0 1 9 15 27

その他 紙使用量 枚 B 798,461 455,510 457,718 478,235 547,969
従業員1人当たり 枚/人 B 363 204 199 188 203

集計範囲
A: JBS単体
B: 2022年9月期までJBS単体、2023年9月期以降連結（JBS及びネクストスケープ）
C: 2023年9月期までJBS単体、2024年9月期以降連結（JBS及びネクストスケープ）
D: 「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規定に基づき、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平成３年労働省令第25号）第71条の４第１号に定める方法により算出。
E: 配偶者の産後１年以内に育児休業または育児を目的とした特別休暇を取得した男性従業員の割合
F: 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出
G:当社は「女性の活躍推進法に基づく行動計画」で、2026年３月までに課長級の女性割合を20％以上とすることを目標としてきました。2024年9月末時点で目標を達成したことから、現状を踏まえ新たな目標を設定し、管理職に占める女性労働者の割合のさらなる向上を目指します。
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https://www.jbs.co.jp/corp

当社のWebサイトでは、経営方針や強みなどを網羅的に掲載し
ています。また、決算短信や有価証券報告書などの株主・投資
家情報に加えて、環境方針や人権基本方針、コンプライアンス
行動指針といったサステナビリティ情報もご覧いただけます。

Webサイトのご案内

会社情報（2024年9月30日現在）

名称 日本ビジネスシステムズ株式会社
（Japan Business Systems, Inc.）

本社 〒105-5520
東京都港区虎ノ門2-6-1
虎ノ門ヒルズ ステーションタワー20F
Tel:	 03-6772-4000
Fax:	03-6772-4001

設立 1990年10月4日

資本金 5億3,963万円

代表者 代表取締役社長　牧田 幸弘

事業内容 ・クラウドインテグレーション事業
・クラウドサービス事業
・ライセンス & プロダクツ事業

社員数 2,700名（連結／2024年9月）

事業拠点 北海道事業所
中部事業所
西日本事業所
九州事業所
沖縄事業所

子会社、
関係会社等

国内
株式会社ネクストスケープ
株式会社日テレWands
Crayon Japan株式会社
一般社団法人 社会システムデザインセンター

海外
JBS USA（米国カリフォルニア、ニューヨーク）
JBS Mexico（メキシコ）
JBS Shanghai（中国）
JBS Hong Kong（香港）
JBS AP（シンガポール）
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その他法人
61.93%
（29,951,510株）

個人・その他
27.43%
（13,266,598株）

外国法人等
3.57%（1,725,000株）

金融商品取引業者
0.28%（135,287株）

金融機関
1.06%（512,400株）

自己名義株式
5.74%（2,775,605株）

■ 出来高
（千株）
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発行済株式総数
48,366,400

株

出来高推移（2025年2月28日現在）

株価推移（2025年2月28日現在）

所有者別分布状況（2024年9月30日現在）

※当社は2023年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っています。

※  当社は、2022年6月3日付で普通株式1株につき500株の割合で、2023年4月1日付
で普通株式1株につき2株の割合で、株式分割を行っております。分割前の株価において
は、当該分割が行われたと仮定して算出しています。

株式情報（2024年9月30日現在）

発行可能株式総数 193,465,600株

発行済株式総数 48,366,400株

株主総数(単元株保有者のみ) 2,694名

上場証券取引所 東京証券取引所スタンダード市場

証券コード 5036

事業年度 10月1日～翌年9月30日

定時株主総会 12月

単元株式数 100株

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

会計監査法人 EY新日本有限責任監査法人

配当基準日 3月31日、9月30日

大株主の状況（2024年9月30日現在）

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社ロマネ 19,460,000 42.68

株式会社三菱総合研究所 7,011,200 15.38

日本ビジネスシステムズ社員持株会 2,472,100 5.42

三菱総研DCS株式会社 1,964,000 4.31

牧田 幸弘 1,440,000 3.16

GLOBAL ESG STRATEGY 1,000,000 2.19

第一リアルター株式会社 769,400 1.69

有限会社セブンレイヤーズ 684,500 1.50

牧田 和也 640,000 1.40

NOMURA PB NOMINEES 
LIMITED 
OMNIBUS－MARGIN
（CASHPB）

366,266 0.80

※ 自己株式を除く。
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編集方針
本統合報告書は、株主・投資家や取引先、従業員、入社希望者をはじめとするステークホルダーの皆さまに対し
て、当社がこれまでに提供してきた価値や今後の戦略ストーリーを財務情報・非財務情報の両面からわかりや
すく伝えることを目的に作成しました。編集にあたっては、国際統合報告評議会（IIRC）による「国際統合報告
フレームワーク」と、経済産業省による「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス2.0」を参照しています。

報告期間
2023年10月1日～2024年9月30日（一部に2024年10月以降の情報を含みます）

報告対象範囲
日本ビジネスシステムズ株式会社及び連結子会社、持分法適用会社、関連会社

業績予想に関する注意事項
当レポートに記載した将来の業績に関する予想・計画・見通しなどは、現在入手可能な情報に基づき当社の経
営者が合理的と判断したものです。実際の業績はさまざまな要因の変化により、記載の予想、計画、見通しと
は大きく異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。それらの要因には、国内外の経済状況
及び製品需要の変動、国内外の各種規制並びに会計基準・慣行の変更などが含まれます。

日本ビジネスシステムズ株式会社
〒105-5520 東京都港区虎ノ門2-6-1 虎ノ門ヒルズ ステーションタワー20F
Tel：03-6772-4000　https://www.jbs.co.jp




